
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ シラバス (授業概要) 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



科目名 物理学 配当時期 1 年次  前期 

担当者 越後 弥大 単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 
1．一般的な法則が個々の事象にどのように使われているか理解する 

2．看護援助技術における原理・原則など物理学的内容を理解する 

授  業  計  画 

回  数 項    目 内     容 方 法 

1 

 

 

2～3 

 

 

 

 

4～5 

 

 

 

6～7 

 

 

 

 

8 

 

 

9～11 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

13 

 

 

14 

 

 

15 

質点の力学 

 体位変換の原理を学ぶ 

 

剛体の力学 

 倒れない条件、倒れにくい

条件 

 

 

流体 

 水中リハビリテーションで

感じる 体重は？ 

 

圧力 

 圧力と看護の深い関係 

 

 

 

看護に必要な電気学 

 電気の基本を学ぶ 

 

熱現象 

 看護に役立つ水の特異性 

 

 

 

音に関する現象 

 音と医療の意外な関係 

 

 

 

光に関する現象 

 様々な医療現場で役立つ光 

 

放射線防護と応用 

 毒にも薬にもなる放射線 

 

終了試験 

1．速度と加速度 

2．ニュートンの運動の法則 

 

1．力学的エネルギーの保存則 

2．トルクとは 

3．剛体の釣り合い 

4．重心とその具体的解釈 

 

1．重心と安定性 

2．アルキメデスの原理 

3．ベルヌーイの原理 

 

1．気圧 

2．血圧 

3．酸素ボンベ 

4．サイフォンの原理 

 

1．電気に関する基本的知識 

2．感電に関する基本的知識 

 

1．熱膨張 

2．比熱と潜熱 

3．熱と仕事 

4．熱の移動と保温 

 

1．音波の基本的知識 

2．音の強さと大きさ 

3．ドップラー効果 

4．医療に必要な超音波 

 

１．光の性質 

２．レンズと眼鏡 

 

1．Ｘ線 

2．放射線防護 

3．放射線元素の崩壊と半減期 

 

使用テキスト 新体系看護学 基礎科目 物理学 メヂカルフレンド社 

サブテキスト 平田雅子『ベッドサイドを科学する』 学研 

参考文献 

参考ビデオ 

 

評  価 筆記試験      



科目名 論理的思考 配当時期 1 年次  前期 

担当者 鈴木 恵 単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 話しことばと書きことばの相違を理解し、理解力・表現力の向上を目指す 

授  業  計  画 

回数 項 目 内   容 方法〈教材〉 

1 

 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

 

 

13 

 

 

14 

 

 

15 

 

 

 

論理的思考 

話す・聞く、書く、読む 

 

ことばの機能 

 

ことばの獲得１ 

 

ことばの獲得２ 

 

言文一致運動１ 

 

 

言文一致運動２ 

 

言文一致運動３ 

 

言文一致運動４ 

 

話しことばと書きことばの

相違１ 

 

話しことばと書きことばの

相違２ 

 

「話すこと・聞くこと」指導

１ 

 

「話すこと・聞くこと」指導

２ 

 

「書くこと」「読むこと」指

導１ 

 

「書くこと」「読むこと」指

導２ 

 

まとめ 

・論理的思考とは何かを考える。 

 

 

・ことばの機能とは何かを考える。 

 

・話しことばの獲得の歴史を考える。 

 

・書きことばの獲得の歴史を考える。 

 

・黎明期の言文一致運動を考える。 

・井上ひさし『國語元年』を読む。 

 

・初期の言文一致運動を考える。 

 

・発展期の言文一致運動を考える。 

 

・確立・完成期の言文一致運動を考える。 

 

・小中学校のテキストの記述により、話し

ことばと書きことばの相違について考え

る。 

・日常生活の実例により、話しことばと書

きことばの相違を考える。 

 

・論文「話すこと・聞くこと」指導への一

提言（前半）を読む。 

 

・論文「話すこと・聞くこと」指導への一

提言（後半）を読む。 

 

・論文「書くこと」指導への一提言（前半）

を読む。 

 

・論文「書くこと」指導への一提言（後半）

を読む。 

 

・講義全体のまとめを行う。 

配付プリント（以

下同） 

使用テキスト すべて配付プリントにより行う。  

参考文献 松村明『国語表現法』（あうふう） 

評 価 学習態度及び課題・試験を総合的に評価する。 



科目名  情報科学Ⅰ 配当時期 1 年次  前期 

担当者 坂口 淳 単位（時間） 1 単位（15時間） 

学習目標 
情報と情報処理の基礎概念、コンピュータの基礎としてのハード・ソフトの概念を学習

し、Windowsなどパソコンの基本操作、アプリケーションソフトの仕方を修得する 

授  業  計  画 

回  数 項    目 内     容 方 法 

1 

 

 

 

 

2 

 

 

 

3～6 

 

 

 

7～8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報科学とは 

 

 

 

 

コンピュータによる

文書作成方法 

 

 

表計算ソフトの利用

方法 

 

 

プレゼンテーション

ツールの使い方 

 

インターネット、コンピューター、情報端末の使

用方法について学習し、情報化社会における諸課

題、情報セキュリティについて学習する。 

 

 

コンピュータを用いた文書の作成方法について学

習する。 

 

 

表計算ソフトを用い、表とグラフの作成方法およ

び表計算機能（関数の使い方）について学習する。 

 

 

プレゼンテーションツール（Powerpoint）の使い

方について学習する 

 

教室による

講義 

 

 

 

コンピュータ

演習 

 

 

コンピュータ

演習 

 

 

コ ン ピ ュ

ータ演習 

使用テキスト 授業中に毎回プリントを配布する 

サブテキスト  

参考文献 

参考ビデオ 

 

評  価 平素の授業状況の取り組みと演習課題の提出状況を総合的に判断して行う 

 

 



科目名 情報科学Ⅱ 配当時期 2 年次 前期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員・臨床看護師 
単位（時間） 1 単位（15時間)  

学習目標 
1 情報処理の基礎を学び、看護研究におけるコンピュータ活用方法を修得する 

2 病院における情報システムについて学ぶ 

授  業  計  画 

回 数 項 目 内     容 方 法 

1～4 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護研究と情報シス

テム 

 

 

 

 

病院情報システム 

 

 

 

 

看護記録と情報シス

テム 

 

 

 

 

看護と情報に関する

倫理 

 

 

 

終了試験 

1 文献とは、文献検索の方法 

2 文献検索の実際 
3 統計の基礎 

4 プレゼンテーション技法 

 

 

1 医療における情報システムと電子カルテ 

2 安全管理と情報、データーセキュリティ 

3 地域包括医療システムと情報システム 

 

 

1 看護におけるデータ、情報、知識と情報システム 

2 看護における診断・介入・成果とその記録方法 

3 看護の場面におけるコンピュータの利用、システム 

 化 

 

 

1 医療倫理の原則と倫理的な問題 

2 個人情報および医療従事者の法的守秘義務、看護 

記録と倫理 

演習 

使用テキスト 
系統看護学講座 別巻 看護研究，医学書院． 

系統看護学講座 別巻 看護情報学，医学書院． 

参考文献  

評 価 筆記試験、課題レポート 



科目名 生活科学 配当時期 1 年次  前期 

担当者 坂口 淳 単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 
看護職者として大きく変化している現代社会を正しく捉える能力を養い、患者や地域住

民の生活・暮らしについて理解し、健康な地域づくりについて習得する 

授  業  計  画 

回数 項   目 内   容 方 法 

1 ガイダンス 看護と

生活 

私たちの生活の現状について探り、生活上の諸問

題について学習する。 

教 室 に よ る

講義 

2 

 

個人の生活の理解と

QOL 

個人の生活について学習し、さらに生活の質の考

え方について学習する。 

教 室 に よ る

講義 

3 

 

生活弱者の暮らしの

理解 

地域に住む高齢者、障害者、外国人などの生活弱

者の生活について学習する。 

教 室 に よ る

講義 

4 

 

情報化社会とコミュ

ニケーション 

情報化社会の進展の状況及び現代のコミュニケー

ションについて学習する。 

教 室 に よ る

講義 

5 食生活の安全性と品

質表示 

食生活の現状と消費行動、食品の安全と安心につ

いて学習する。 

教 室 に よ る

講義 

6 

 

家庭内事故 

 

家庭内事故について学習する。 

 

教 室 に よ る

講義 

7 

 

バリアフリーとユニ

バーサルデザイン 

バリアフリー、ユニバーサルデザインの概念につ

いて学習する。 

教 室 に よ る

講義 

8 

 

病院と衛生設備 

 

病院施設の仕組みと、換気空調、給排水衛生設備

について学習する。 

教 室 に よ る

講義 

9 

 

災害と避難 

 

火災時などの病院施設における避難誘導について

学習する。 

教 室 に よ る

講義 

10 

 

車椅子体験 

（グループ活動） 

車椅子を使った避難誘導に関する体験活動 

 

体 育 館 等 で

の演習 

11 

 

地球環境問題と省エ

ネルギー 

私たちの生活と地球環境の関係について学習し、

地球環境問題、省エネルギー方法について学ぶ。 

教 室 に よ る

講義 

12 

 

廃棄物問題 

 

生活で使用している生活材料と廃棄物について学

習する。 

教 室 に よ る

講義 

13 

 

環境教育 

 

環境教育の意義と取り組みについて学習する。 

 

教 室 に よ る

講義 

14 

 

環境教育実践 

 

手洗い指導を事例に環境教育について学ぶ 

 

教 室 に よ る

演習 

15 テスト まとめ  

 

使用テキスト 授業中にプリントを配布する 

サブテキスト 
 

 

参考文献 

参考ビデオ 

 

評 価 
平素の授業状況と定期的に提出を求めるレポート等の取り組み状況及び期末テストによ

り総合的に評価する 

 



科目名 社会学 配当時期 1 年次  後期 

担当者 杉原 名穂子 単位( 時間)  2 単位（30時間） 

学習目標 現代社会、現代家族のダイナミックなあり方を理解する 

授  業  計  画 

回 数 項  目 内   容 方 法 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 

4 

 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9～10 

 

 

11 

 

 

12 

 

 

13 

 

 

14 

 

 

15 

 

 

 

社会とは何か 

 

 

ラベリング論と意図せ

ざる結果 

 

社会関係資本とは 

 

社会調査の技法 

 

 

近代社会と近代化論 

 

個人化社会とは何か 

 

ジェンダーについて 

 

ジェンダーとケア役割 

 

現代日本の家族 

 

 

現代家族の病理 

 

 

職場と家族の問題 

 

 

高齢化社会をめぐって 

 

 

地域社会、福祉と家族 

 

 

終了試験 

 

1．現代社会を考える上でのさまざまな 

  アプローチについて学ぶ。 

 

1．人々の相互行為についてラベリング論を通し 

て考える 

 

1．人々の絆の問題を社会学的に検討する。 

 

1．さまざまなデータを収集する方法と倫理につ 

いて学ぶ。 

 

1．近代化論を通して近代社会の特徴を考える。 

 

1．個人化社会の特徴を理解する。 

 

1．ジェンダーの概念とその意義を理解する。 

 

1．ケアについて考える。 

 

1．家族の規模、結婚、離婚などの現状を学ぶ。 

2．出産と少子化、親子関係について把握する。 

 

1．家族が現在かかえている病理現象とその現状 

 と検討する。 

 

1．ワーク・ライフバランスを中心に労働と暮ら 

しの問題について考える。 

 

1．高齢化社会の現状とその中での家族のあり方 

を考える。 

 

1．地域の保健、福祉、医療とそこでの家族のあ 

り方を考える。 

 

 

使用テキスト 系統看護学講座 基礎分野  社会学  医学書院 

サブテキスト  

参考文献 

参考ビデオ 

 

評 価 筆記試験 



科目名 対人関係論 配当時期 1 年次  前期 

担当者 大学講師 単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 
共感的理解を中心にしてカウンセリングの基礎的技法を学び、その技法を応用した対人

関係形成の方法を身に付ける。 

授  業  計  画 

回数 項   目 内   容 方  法 

1～2 

 

 

3～4 

 

 

5～6 

 

 

 

7～14 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

 

 

カウンセリングの定義 

 

 

カウンセリングにおけ

る人間関係 

 

 

カウンセリングの技法 

 

 

 

 

 

 

終了試験 

 

 

 

1．授業に関するオリエンテーション 

  

 

1．カウンセリングとは何かを説明する。 

 

 

1．カウンセリングにおける人間関係について 

解説する。 

 

 

1．カウンセリングの基本的技法（受容、支持、 

繰り返し、明確化、質問）について解説す

る 

とともに、それを修得するための実習（ロ

ールプレイング）を何度か行なう。 

2．まとめ 

 

 

使用テキスト  

サブテキスト  

参考文献 

参考ビデオ 

 

評 価 筆記試験 



科目名 人間生成論 配当時期 1 年次  前期 

担当者 有川 宏幸 単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 教育の本質と、人間生成の目的について理解する。 

授  業  計  画 

回数 項  目 内    容 方 法 

1 

 

 

2～4 

 

 

 

5～7 

 

 

 

8～10 

 

 

 

11～12 

 

 

 

13～14 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義ガイダンス 

 

 

対 人 関 係 の 形 成 と 

社会性の発達 

 

 

学習レディネスと支

援 

 

 

教育環境と養育環境 

 

 

 

社会と教育 

 

 

 

人間行動のメカニズ

ム 

 

終了試験 

人間生成論を学ぶねらい、展開についての概論 

 

 

対人関係形成のメカニズムについて学ぶ。また対人

コミュニケーションから人間社会の特徴を理解す

る。 

 

教科学習におけるレディネスと、知覚の特性との関

係を学ぶ。 

 

 

人間生成における、教育環境・養育環境の意義につ

いて学ぶ。 

 

 

対人支援の観点から、社会参加の意味と教育につい

て学ぶ。 

 

 

人間行動のメカニズムと特徴について学ぶ。 

 

 

ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄに

よる講義 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

使用テキスト  

サブテキスト 

講義後、資料配布   

有川宏幸『発達が気になる乳・幼児のこころ育て、ことば育て-子どもを育む話 100選- 』

ジアース 教育新社 

参考文献 

参考ビデオ 

必要に応じてビデオ教材の使用 

評 価 出席率が全体の 50％であり、残りの 50％は終了試験の成績により評価する 



科目名 心理学 配当時期 1 年次  前期 

担当者 臨床心理士 単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 
人間の心理や行動の基礎にある原理を学び、人間に対する理解を深め、自己を客観的に分

析できる能力を養う。 

授  業  計  画 

回数 項 目 内    容 方 法 

１～14 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

   

  

 

 

  

 

 

   

 

  

 

   

 

 

 

 

 

  15 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

心理学とは 

 

感覚と知覚 

 

記憶 

 

 

思考、言語、知能 

 

 

 

学習 

 

 

感情と動機づけ 

 

性格とパーソナリティ 

 

社会と集団 

 

 

発達 

 

 

臨床心理 

 

医療・看護と心理学 

 

終了試験 

 

 

 

 

 

心理学の研究対象、歴史、研究方法 

 

感覚・知覚のしくみとはたらき 

 

記憶のメカニズム、感覚記憶・短期記憶と作業記憶、 

長期記憶と忘却 

 

思考の定義・分類、問題解決、推論 

言語の障害と検査 

知能検査と知能障害 

 

古典的条件づけ、オペラント条件づけと学習の理

論、社会的学習と効果的な学習方法 

 

感情のメカニズム、動機づけの理論 

 

性格の理論、性格の測定 

 

社会的認知、態度と説得的コミュニケーション、対

人関係と対人魅力、集団とリーダーシップ 

 

発達の段階と課題、発達の要因、発達の各段階の特

徴 

 

心の適応と不適応、心理療法 

 

患者の心理、医療職者の心のケア 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義及び演

習 

使用テキスト 系統看護学講座  基礎分野 心理学  医学書院 

参考文献 
 

 

評 価 筆記試験 



科目名 法と倫理 配当時期 2 年次  前期 

担当者 稲田 隆司 単位（時間） 2 単位（30時間） 

学習目標 
市民が法と関わる場面を概観しながら法学の基礎を学び、この作業を通じて社会におけ

る法と倫理の関係性について理解を深めることを目標とする 

授  業  計  画 

回数 項  目 内     容 方 法 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

 

13 

 

 

 

14 

 

15 

 

 

 

 

 

  法の意義 

 

 法と規範ᵑ 

 

 法と規範ᵒ 

 

法規範の特質 

 

法規範の機能 

 

日本における法の歴史と法意識ᵑ 

 

日本における法の歴史と法意識ᵒ 

  

憲法について考えるᵑ 

 

憲法について考えるᵒ 

 

 市民生活と法ᵑ 

 

 市民生活と法ᵒ 

 

証拠とは何か 

 

 

市民の司法参加 

 

 

 

まとめ 

 

  終了試験 

 

法とは何かについて学ぶ 

 

法と規範の相違について学ぶ 

 

 

 

法規範の特質について学ぶ 

 

法規範の機能について学ぶ 

 

日本における法の歴史と法意識

の変遷について学ぶ 

 

 

最高法規としての憲法の存在意

義を中心に憲法について学ぶ 

 

 

市民生活と法との関係について、

刑事手続を中心に検討する 

 

 

裁判の本質である証拠の意義お

よび取扱いについて学ぶ 

 

市民の司法参加（裁判員裁判等）

の本質的な意味について学ぶ 

 

使用テキスト レジュメの配布 

サブテキスト 『ポケット六法』有斐閣 

参考文献 

参考ビデオ 

 

評 価 終了試験による 



科目名 英 語 配当時期 1 年次  前期 

担当者 小林 サエ子 単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 看護に関する英語表現を学修する 

授  業  計  画 

回 数 項 目 内     容 

1 

 

2 

 

 

3 

 

 

  4 

 

 

5 

 

 

6 

 

7 

 

 

8 

 

 

9 

 

 

10 

 

11 

 

 

12 

 

 

13 

14 

15 

 

【Unit 1】 

Asking basic Questions 

【Unit 2】 

A patient’s First Visit 

 

【Unit 3】 

Where’s Internal Medicine? 

 

【Unit 4】 

Admission to the Hospital 

 

【Unit 5】 

Giving Information 

 

【Unit 6】Symptoms 

 

【Unit 7】 

Injuries and Emergency 

 

【Unit 8】 

How are you feeling? 

 

【Unit 9】 

A Patient’s Medical History 

 

【Unit 10】Medicine 

 

【Unit 11】 

 I’m Going to Give you an IV 

 

【Chapter 12】 

Congratulations! 

 

【Presentation】 

口答試験 

終了試験 

Introduction  

*病院内での患者さんに対する基本的な質問 

*病院の科に関する英単語の習得、会話の聞き取りおよび英問英答、 

副教材の単語テスト 

 

*病院内の道案内に関する英語表現の習得、会話の聞き取りおよび英

問英答、副教材の単語テスト 

 

*入院時の英語表現の習得、会話の聞き取りおよび英問英答、副教材

の単語テスト 

 

*患者さんに情報を伝える時の英語表現の習得、会話の聞き取りおよ

び英問英答、副教材の単語テスト 

 

*病気の症状に関する英語表現の習得、会話の聞き取りおよび英問英

答、副教材の単語テスト 

 

*けがや緊急時に関する英語表現の習得、会話の聞き取りおよび英問

英答、副教材の単語テスト 

 

*身体の部位に関する英語表現の習得、会話の聞き取りおよび英問英

答、副教材の単語テスト 

 

*患者さんの病歴に関する英語表現の習得、会話の聞き取りおよび英

問英答、副教材の単語テスト 

*薬に関する英語表現の習得、会話の聞き取りおよび英問英答、副教

材の単語テスト 

 

*患者さんの処置に関する英語表現の習得、会話の聞き取りおよび英

問英答、副教材の単語テスト 

*患者さんとの対話に関する英語表現の習得、会話の聞き取りおよび

英問英答、副教材の単語テスト 

 

*今まで学んだことでプレゼンテーションをする。口頭試験の練習 

*これまで学んだ英語表現を使ってダイアローグを作りペアで発表 

＊筆記試験 

使用テキスト Speaking of Nursing   Peter Vincent, Alan Meadows 著 

南雲堂   

サブテキス

ト 

Easy Nursing English (看単)   Gerardine McCrohan, 芝田征二著    南山堂 

プリント資料 

評 価 筆記試験、口答試験、単語テスト、授業中の発表、出席などから総合的に評価する 



科目名 解剖生理学 配当時期 1 年次  前期・後期 

担当者 
小林 一広 

小林 千紘 
単位（時間） 4 単位（120時間） 

学習目標 人体の発生と構成する単位（細胞･組織･器官系）を学び、人体の構造を理解する 

授  業  計  画 

回 数 項   目 内   容 方 法 

1～29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30～58 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

60 

7 章 からだの支持と運動 

 

 

2 章 栄養の消化と吸収 

 

6 章 内蔵機能の調節 

 

 

3 章 呼吸と血液のはたらき 

 

4 章 血液の循環とその調節 

 

 

 

試 験 

 

5 章 体液の調節と尿の生成 

 

10章  生殖・発生と老化のしくみ 

 

８章 情報の受容と処理 

 

 

 

 

９章 外部環境からの防御 

 

試 験 

 

 

 

解剖見学 

1．からだの骨格と筋 

2．骨組織と筋組織 

 

1．消化器系の構造と機能 

 

1．内分泌系の構造と機能 

2．ホルモン 

 

1．呼吸器系の構造と機能 

 

1．循環器系の構造と機能 

 

 

 

 

 

1．泌尿器系の構造と機能 

 

1．生殖器系の構造と機能 

 

1．脳と脊髄、末梢神経系 

2．自律神経系 

3．神経組織 

4．特殊感覚器の構造と機能 

 

1．生体防御機構 

 

 

 

 

 

1．解剖体、諸臓器の観察 

 

使用テキスト 系統看護学講座 専門基礎分野 人体の構造と機能〔1〕解剖生理学 医学書院 

サブテキスト  

参考文献 

参考ビデオ 

 

評 価 筆記試験、平常点、出席などから総合的に判断する 



科目名 生化学 配当時期 1 年次  前期 

担当者 山本 達男 単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 

人体を構成する化学物質の種類と構造、機能、代謝等に関する基礎知識を習得する。学

習の結果、生化学の立場から、細胞、エネルギー産生、物質の合成と分解（解毒）、情報

伝達と調節等の生命現象（恒常性）を具体的に説明できる。また、恒常性が破綻した状

態（つまり疾患）の代表例を簡潔に説明できる。 

授  業  計  画 

回 数 項 目 内  容 方 法 

1～2 

 

 

 

3～4 

 

5～6 

 

 

7～8 

 

 

 

 

 

9～10 

 

 

 

 

 

 

11～12 

 

 

 

 

13～14 

 

 

 

 

15 

 

 

 

別時間 

生化学の基礎知識 

細胞の構造と機能 

 

 

糖質（1） 

 

糖質（2） 

 

 

脂質 

 

 

タンパク質 

酸素 

 

核酸 

水と無機質：関連疾患 

 

血液 

尿 

ビタミン 

 

ホルモン：内分泌疾患 

 

高エネルギー化合物 

酸化と還元 

 

代謝（糖質） 

代謝（脂質） 

代謝（タンパク質） 

代謝と疾患 

 

まとめ 

終了試験 

 

 

中間試験 

 

 

有機化合物、極性、官能基、結合様式、酸と塩基 

細胞膜、細胞小器官、核の仕組みと働き 

遺伝情報（複製、転写、翻訳） 

 

単糖、二糖、多糖の種類と構造 

 

分子構造模型セットを使って、単糖、二糖、多糖を 

組み立てる。構造、特性、疾患との関連を理解する。 

 

中性脂肪、その成分であるグリセロールと脂肪酸

（飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸）、リン脂質、脂質輸

送 

アミノ酸の種類と働き、タンパク質の種類と機能 

酵素反応、アイソザイム、酵素と補酵素、逸脱酵素 

 

プリン・ピリミジン塩基、ヌクレオチド、DNAと RNA 

アシドーシスとアルカローシス、イオン、Ca、Fe： 

骨粗鬆症 

赤血球、白血球、血液凝固系と DIC、免疫系 

腎単位、尿生成、腎不全 

脂溶性・水溶性ビタミン、補酵素、抗酸化作用 

 

ホルモンの種類（構造、作用、受容体）、フィード

バック調節：糖尿病（生活習慣病） 

ATP、ホスホクレアチン等 

乳酸脱水素酵素（LDH）と解糖系 

 

輸送、解糖系、クエン酸回路、電子伝達系、糖新生 

脂肪酸のβ酸化、ケトン体、注目される脂肪酸 

ASTと ALT、尿素回路、血清クレアチニン 

黄疸、高尿酸血症（痛風） 

  

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

演習 

 

 

講義と 

演習 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

発表会 

 

講義 

 

 

講義 

 

使用テキスト 系統看護学講座 専門基礎分野 人体の構造と機能〔2〕生化学 医学書院 

サブテキスト 適時印刷資料を配付し、教材とする。 

評 価 授業での小テストと筆記試験 



科目名 栄養学 配当時期 1 年次  後期 

担当者 管理栄養士 単位( 時間)  1 単位（30時間） 

学習目標 
人間にとって栄養の意義を理解し、健康の保持増進に必要な栄養素の体内利用代謝・所要

量について学び、臨床栄養について理解する 

授  業  計  画 

回 数 項 目 内  容 方 法 

 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

  7 

【総論】 

人間栄養学 

 

 

栄養素とは 

 

 

食物の消化と栄養素

の吸収・代謝 

 

 

 

 

エネルギー代謝 

 

 

 

食事と食品  

 

 

栄養ケア・マネジメン

ト 

 

 

 

栄養状態の評価・判定 

 

 

ライフステージと栄養 

臨床栄養 

 

 

 

 

 

 

健康づくりと食生活 

  

1 栄養を学ぶということ 

2 保健・医療における栄養学 

 

1 栄養素の種類と働き 

 1）各栄養素の種類と働き 

 

1 食物の消化 

2 栄養素の吸収 

3 血漿成分と栄養素 

4 栄養素の代謝 

5 吸収・代謝産物の排泄 

 

1 エネルギー代謝 

  1）食品のエネルギー   2）体内のエネルギー 

  3）エネルギー代謝の測定 4）エネルギー消費 

 

1 食事とその変遷 

2 日本人の食事摂取基準・食品と栄養素 

 

1 栄養ケア・マネジメント  

2 栄養スクリーニング 

3 栄養アセスメント 

4 栄養ケア計画～実施と確認、 

5 栄養ケア・マネジメントの評価 

1 栄養アセスメントとその歴史・目的 

2 栄養状態の評価・査定法 

 

1 ライフステージと妊娠・授乳期における栄養 

2 栄養管理 

3 栄養補給法 

4 病院食 

5 経腸栄養製品 

6 疾患・症状別食事療法の実際 

7 場面別の栄養管理・がんの食事療法 

 

1 食生活改善への施策・食の安全性と表示 

講義 

使用テキスト 
系統看護学講座 専門基礎分野 人体の構造と機能〔3〕栄養学 医学書院 

新食品成分表Ｆｏｏｄｓ 東京法令出版 

参考文献  

評 価 筆記試験 



授  業  計  画 

回 数 項 目 内  容 方 法 

 

8 

 

 

 

 

 

 

9～12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13～14 

 

15 

【食事療法】 

栄養食事療法とは 

 

 

栄養食事療法の実際 

 

 

 

症状を持つ患者の栄

養食事療法 

 

 

呼吸器疾患患者の栄

養食事療法 

 

循環器系疾患、消化器

系疾患患者の栄養食

事療法 

 

 

腎・泌尿器疾患、栄養

代謝性疾患、血液疾

患、アレルギー疾患患

者の栄養食事療法、 

熱傷・褥創の栄養食事

療法 

 

精神・神経疾患患者の

栄養食事療法 

術前・術後の栄養管理 

がん患者の栄養食事

療法 

妊産婦・更年期、小児、

高齢者の栄養食事療

法 

医療保険制度・介護保

険制度と食事 

 

食事療法の実際 

 

終了試験（90分） 

 

1 栄養食事療法の概要 

2 医療・福祉の場における栄養食事療法 

 

1 病人食の種類と特徴 

2 栄養補給法 

3 栄養アセスメントの基本 

 

1 ショック     2 発熱・低体温 

3 脱水・浮腫    4 やせ・過体重 

5 便秘・下痢    6 摂食・嚥下障害 

 

1 急性呼吸不全 

2 慢性閉塞性肺疾患（COPD） 

 

1 高血圧症     2 虚血性心疾患    

3 脳血管障害    4 胃十二指腸潰瘍   

5 潰瘍性大腸炎   6 肝硬変・脂肪肝   

7 膵炎・胆石 

 

1 腎疾患      2 泌尿器疾患  

3 糖尿病       4 脂質異常症・高尿酸血症 

5 貧血       6 白血病  

7 食物アレルギー  8 熱傷・褥創  

 

 

 

1 摂食障害     2 アルコール依存症 

 

1 術前・術後の栄養管理の原則 

1 がん治療における栄養食事療法 

  1）手術    2）化学療法 

1 妊産婦・更年期の栄養と食事 

2 小児の栄養管理の基本 

3 高齢者の栄養管理の基本 

1 医療保険・介護保険と食事 

 

 

1 献立作成・調理実習・試食 

 

 講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習 

使用テキスト 

系統看護学講座 専門基礎 人体の構造と機能〔3] 栄養学 医学書院 

系統看護学講座 別巻 栄養食事療法 医学書院 

新食品成分表Ｆｏｏｄｓ 東京法令出版 

参考文献  

評 価 筆記試験 



科目名 病理学 配当時期 1 年次  前期 

担当者 病理検査室 医師 単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 病因と疾病の特徴が理解できる 

授  業  計  画 

回 数 項 目 内  容 方 法 

1～3 

 

 

 

4～9 

 

 

 

 

 

10～15 

 

 

 

 

 

 

 別時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

序論 

 

 

 

細胞のつくりかえ障

害によって細胞・組織

に生じる変化 

 

 

 

異常状態に影響する

個体の条件 

 

 

 

 

 

終了試験 

1 病理学とは 

2 病因論 

 

 

1 炎症・変性・壊死 

2 循環障害 

3 萎縮 

4 過形成 

 

 

1 腫瘍 

2 免疫 

3 代謝障害 

4 老化 

5 先天障害 

講義 

使用テキスト 

系統看護学講座 専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進① 病理学 医学書院 

系統看護学講座 専門基礎分野 疾病の成り立ちと回復の促進② 病態生理学 医学書

院 

参考文献 
 

評 価 筆記試験（中間・終了） 



科目名 病態学Ⅰ 配当時期 1 年次  後期 

担当者 医 師 単位( 時間)  1 単位（30時間） 

学習目標 
疾患により障害された部位への影響と疾患により発生する症状のメカニズム、検査･診

断・治療について理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～4 

 

 

 

 

 

別時間 

 

①呼吸器疾患の病態・診

断・検査・治療 

 

 

    

 

試験 

 

1 呼吸器総論、肺炎／結核 

2 喘息、びまん性肺疾患 

3 ＣＯＰＤ、睡眠時無呼吸症 

4 肺がん、中皮腫 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5～9 

 

 

 

 

  

 

別時間 

 

②循環器疾患の病態・診

断・検査・治療 

 

 

 

    

 

試験 

 

1 高血圧 

2 狭心症 

3 心筋梗塞 

4 心不全 

5 動脈瘤 

6 弁疾患 

 

 

 

 

10～11 

 

 

 

 

12～15 

 

 

 

 

 

別時間 

③神経系疾患の病態・診

断・検査・治療 

 

 

 

④脳疾患の病態・診断・検

査・治療 

 

 

    

 

試験 

 

 

1 パーキンソン 

2 筋ジストロフィー 

3 ALS 

4 脊髄小脳症 

 

1 脳出血 

2 脳梗塞 

3 くも膜下出血 

4 脳腫瘍 

5 硬膜下血腫、硬膜外血腫 

使用テキスト 
①系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学〔2〕呼吸器 医学書院 

②系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学〔3〕循環器 医学書院 

③④系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学〔7〕脳・神経 医学書院 

参考文献 
 

評 価 筆記試験 

 ①、②、③と④の内容について、それぞれ別日程で試験を実施する。 

  



科目名 病態学Ⅱ 配当時期 1 年次  後期 

担当者 医 師 単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 
疾患により障害された部位への影響と疾患により発生する症状のメカニズム、検査・診

断・治療について理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～4 

 

 

 

 

 

別時間 

①血液・造血器疾患の 

病態･診断･検査･治療 

 

 

 

 

試験 

 

1 貧血 

2 白血病 

3 悪性リンパ腫 

4 播種性血管内凝固症候群（ＤＩＣ） 

5 血小板減少性紫斑病 

 

講義 

5～7 

 

 

 

 

 

別時間 

②消化器疾患の病態･診

断･検査･治療 

【外科的治療】 

 

 

 

試験 

 

1 上部消化器疾患（食道がん・胃がん・胃潰

瘍） 

2 下部消化器疾患（大腸がん・直腸がん） 

3 肝・すい臓・胆道疾患（がん・結石・炎症） 

 

8～10 

 

 

 

 

 

別時間 

③消化器疾患の病態･診

断･検査･治療 

【内科的治療】 

 

 

 

試験 

 

1 消化管疾患 

2 肝臓疾患  

3 すい臓・胆のう疾患（がん・結石・炎症） 

 

11～15 

 

 

 

 

 

別時間 

④運動器疾患の病態･診

断･検査･治療 

 

 

 

 

試験 

 

 

1 骨折 

2 椎間板ヘルニア 

3 変形性膝関節症 

4 脊髄損傷 

5 慢性関節リウマチ 

 

使用テキスト ①系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学〔4〕血液・造血器 医学書院 

②③系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学〔5〕消化器 医学書院 

②系統看護学講座 別巻 臨床外科看護各論 医学書院 

④系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学〔10〕運動器 医学書院 

参考文献 
 

 

評 価 

筆記試験 

①、②、③、④の内容について、それぞれ別日程で試験を実施する。 

 



科目名 病態学Ⅲ 配当時期 1 年次  後期 

担当者 医 師 単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 
疾患により障害された部位への影響と疾患により発生する症状のメカニズム、検査･診断･治

療について理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～2 

 

3～4 

 

 

別時間 

①内分泌・代謝の病態･診

断･治療･検査 

②アレルギー・膠原病・感

染症疾患の病態・診断・治

療・検査 

試験 

1 糖尿病 

2 甲状腺疾患（バセドウ病、粘液水腫） 

1 ＳＬＥ 

2 アナフィラキシーショック 

3 エイズ、インフルエンザ 

 

講義 

 

 

 

 

5～8 

 

 

別時間 

③腎疾患の病態･診断･治

療･検査 

 

試験 

1 腎不全 

2 ネフローゼ症候群 

 

9～10 

 

 

 

11 

 

 

 

別時間 

④女性生殖器疾患の病態･

診断･治療･検査 

 

 

⑤泌尿器疾患の病態・診

断・治療・検査 

 

 

試験 

1 子宮筋腫 

2 子宮がん 

3 卵巣腫瘍( のう腫、がん) 

4 乳がん 

1 膀胱炎・膀胱がん 

2 前立腺肥大症 

3 前立腺がん 

4 腎結石 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

 

別時間 

⑥眼疾患の病態･診断･治

療･検査 

⑦耳鼻科疾患の病態･診

断･治療･検査 

⑧歯・口腔・顎関節疾患の

病態･診断･治療･検査 

⑨皮膚科疾患の病態･診

断･治療･検査 

 

試験 

1 白内障 

 

1 副鼻腔炎 

2 メニエール病 

1 歯槽膿漏 

 

1 白癬 

2 湿疹 

 

使用テキスト 

 

サブテキスト 

①系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学〔６〕内分泌・代謝 医学書院 

②系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学〔11〕アレルギー・膠原病・感染症 医学書院 

③⑤系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学〔８〕腎・泌尿器 医学書院 

④系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学〔９〕女性生殖器 医学書院 

⑥系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学〔13〕眼 医学書院 

⑦系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学〔14〕耳鼻咽喉 医学書院 

⑧系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学〔15〕歯・口腔 医学書院 

⑨系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学〔12〕皮膚 医学書院 

参考文献  

評 価 
筆記試験 

①と②、③、④と⑤、⑥～⑨の内容について、それぞれ別日程で試験を実施する。 



科目名 病態学Ⅳ 配当時期 2 年次  前期 

担当者 医 師 単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 
1 小児の疾患における症状のメカニズム、検査、診断、治療について理解する 

2 妊娠・分娩・産褥の生理と異常について理解できる 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方  法 

1～8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別時間 

 

 

① 新生児疾患 

 

 

 

 

 

小児の呼吸器疾患 

 

小児の循環器疾患 

 

 

小児の消化器疾患 

 

 

小児の血液・造血器疾患 

 

 

小児の悪性新生物 

 

小児の腎・泌尿器及び生

殖器疾患 

 

小児の神経疾患 

 

小児の代謝疾患 

 

小児の内分泌疾患 

 

小児の免疫疾患、アレル

ギー性疾患、リウマチ性

疾患 

 

小児の感染症 

 

 

 

 

試験 

 

 

1 低出生体重児 

2 分娩損傷 

3 新生児仮死 

4 高ビリルビン血症 

5 新生児感染症  

 

1 肺炎（細菌性、ウイルス性、マイコプラズマ） 

 

1 先天性心疾患（ファロー四徴症など） 

2 川崎病 

 

1 乳児下痢症 

2 腸重積 

 

1 貧血 

2 出血性疾患：突発性血小板減少性紫斑病 

 

1 白血病 

 

1 ネフローゼ症候群 

 

 

1 けいれん性疾患：熱性けいれん 

 

1 糖尿病 

 

1 下垂体疾患：低身長症 

 

1 アレルギー性疾患：気管支喘息 

2 食物アレルギー 

 

 

1 ウイルス感染症：麻疹 

2 細菌感染症：百日咳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 



授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方  法 

9～15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別時間 

 

② 正常妊娠 

 

 

 

 

 

 

正常分娩 

 

 

 

 

 

正常産褥 

 

 

 

 

ハイリスク・異常妊娠 

 

 

 

 

異常分娩 

 

 

 

 

 

異常産褥 

 

 

試験 

1 妊娠の生理 

2 胎児の発育と生理 

3 妊婦の生理的変化 

4 妊娠の経過と検査・処置 

  1）妊娠の徴候と診断 

  2）胎児・胎盤機能の診断 

 

1 分娩の生理 

  1）分娩の定義 

  2）分娩発来の機序 

2 分娩の三大要素 

3 分娩の機序 

 

1 産褥の定義 

2 産褥の復古現象 

3 乳汁分泌 

4 全身の変化 

 

1 妊婦と胎児の異常 

2 胎児付属物の異常 

3 妊婦と合併症 

4 ハイリスク妊娠 

 

1 産道の異常 

2 娩出力の異常 

3 胎児および付属物の異常 

4 分娩時の異常出血 

5 産科手術および処置 

 

1 子宮復古不全 

2 産褥感染症 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

使用テキスト 
① 系統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学〔2〕小児臨床看護各論 医学書院 

② 系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学〔2〕 母性看護学各論 医学書院 

参考文献 
 

評 価 

筆記試験 

①、②の内容について、それぞれで試験を実施する。    

 



科目名 病態学Ⅴ 配当時期 2 年次  前期 

担当者 医 師 単位（時間） 1 単位（15時間） 

学習目標 
1 精神の健康障害や精神症状によって影響された患者の状態を理解する 

2 精神の健康障害の検査、診断、治療について理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

精神症状論と状態

像 

 

精神障害の診断と

分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

精神科での治療 

 

 

 

 

 

終了試験（45分） 

1 症状とはなにか 

2 さまざまな精神症状 

 

1 診断と疾病分類 

2 代表的な疾患と障害 

1）統合失調症 

2）気分障害 

3）神経症性障害，ストレス関連性障害および身 

体表現性障害 

4）生理的障害および身体要因に関連した行動症 

候群 

5）パーソナリティ障害 

6）器質性精神障害 

7）その他 

 

1 薬物療法 

2 電気けいれん療法、修正型電気けいれん療法 

3 精神療法 

4 環境療法・社会療法 

5 その他 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用テキスト 系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護学〔1〕精神看護の基礎 医学書院． 

参考文献 
 

 

評 価 筆記試験 



科目名 薬理学 配当時期 1 年次  後期 

担当者 薬剤師 単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 

1 薬物治療の目的を理解し、薬物の作用機序および副作用や人体への影響について理解 

する。 

2 治療に用いられる薬剤について学び、薬剤の作用・副作用と取扱いについて理解する。 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方  法 

1～4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5～14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬理学総論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬理学各論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了試験（90分） 

1 薬理学を学ぶにあたって 

  ・薬物による病気の治療 

  ・薬理学とは何か 

2 薬理学の基礎知識 

  ・薬が作用するしくみ（薬力学） 

  ・薬の体内の挙動（薬物動態学） 

  ・薬物相互作用 

  ・薬効の個人差に影響する因子 

  ・薬物使用の有益性と危険性 

  ・薬と法律 

 

1  抗感染症薬 

2  抗がん薬 

3  免疫治療薬 

4  抗アレルギー薬・抗炎症薬 

5  末梢での神経活動に作用する薬物 

6  中枢神経系に作用する薬物 

7  循環器系に作用する薬物 

8  呼吸器・消化器・生殖器系に作用する薬物 

9  物質代謝に作用する薬物 

10 皮膚科用薬・眼科用薬 

11 救急の際に使用される薬物 

12 漢方薬 

13 消毒薬 

14 輸液製剤・輸血剤 

講義 

使用テキスト 系統看護学講座 専門基礎分野 疾病のなりたちと回復の促進〔３〕薬理学 医学書院 

参考文献 
 

評 価 筆記試験 



科目名 微生物学 配当時期 1 年次  前期 

担当者 大学講師 単位（時間） 2 単位（30時間） 

学習目標 

1．微生物の特徴と生体に及ぼす影響を理解する 

2．感染症の理解に基づき、その予防と治療に必要な基礎知識を習得する 

3．感染症の最新動向（SARS-CoV-2・AMR 問題等を含む）について説明できる 

4．免疫系について説明できる 

授  業  計  画 

回 数 項 目 内  容 方 法 

 

1～2 

 

 

 

 

 

 

3～4 

 

 

5～6 

 

 

7～8 

 

 

 

 

9～10 

 

 

 

11～12 

 

 

13～14 

 

 

 

 

15 

 

 

微生物学の基礎と総

論 

 

 

 

 

 

おもな病原微生物（1） 

 

 

おもな病原微生物（2） 

 

 

おもな病原微生物（3） 

 

 

 

 

おもな病原微生物（4） 

 

 

 

おもな病原微生物（5） 

 

 

免疫とアレルギー 

 

 

 

 

終講試験と総括 

 

1．現在の感染症動向 

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2･COVID-19）を中心に 

2．微生物の分類と構造・性質 

3．化学療法と薬剤耐性（AMR） 

4．感染症の予防と制御 

 

 

1．グラム陽性細菌と感染症 

 

 

1．グラム陰性細菌と感染症 

 

 

1．マイコプラズマと感染症 

2．リケッチアと感染症 

3．クラミジアと感染症 

 

 

1．病原真菌と真菌感染症 

2．DNA ウイルスと感染症 

 

 

1．RNA ウイルスと感染症 

 

 

1．自然免疫 

2．獲得免疫（体液性免疫と細胞性免疫） 

3．アレルギー 

 

 

1．筆記試験 

2．試験の解説と総復習 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

講義 

 

 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

講義 

 

 

 

 

試験 

講義 

使用テキスト 系統看護学講座 専門基礎分野 疾病のなりたちと回復の促進〔4〕微生物学 医学書院 

参考 URL https://dent.niigata-u.ac.jp/microbio/microbio.html 

評 価 最終回の筆記試験および毎回授業の小テスト 

https://dent.niigata-u.ac.jp/microbio/microbio.html


科目名 関係法規 配当時期 2 年次  前期 

担当者 教職員他 単位（時間） 2 単位（30時間） 

学習目標 
1 人間の健康の回復保持増進に関する法を理解する 

2 法規に規定されている看護職の資格・業務・責任について理解する 

授  業  計  画 

回 数 項  目 内   容 方 法 

1 

 

 

 

2～4 

 

 

5 

 

 

 

  6 

 

7～8 

 

 

 

 

9～10 

 

 

 

 

11 

 

 

12 

 

 

13 

 

 

14 

 

 

15 

法の概念 

 

 

 

看護法 

 

 

医事法 

 

 

 

医事法 

 

保健衛生法 

 

 

 

 

薬務法 

 

 

 

 

環境衛生法・環境法 

 

 

社会保険法 

 

 

福祉法 

 

 

労働法と社会基盤整

備 

 

終了試験（90分） 

 

1 法の概念 

2 衛生法 

3 厚生行政のしくみ  

 

1 保健師助産師看護師法 

2 看護師等の人材確保の促進に関する法律 

 

1 医療法 

2 医療関係資格法 

3 医療を支える法 

 

1 医療を支える法( 移植医療に関する法) 

 

1 共通保健法 

2 分野別保健法 

3 感染症に関する法 

4 食品に関する法 

 

1 薬事一般に関する法律 

2 人などの組織を用いた医療関連法 

3 薬害被害者の救済など 

4 麻薬・毒薬など 

 

1 営業・環境整備 

2 環境保全の基本法・公害防止の法・自然保護法 

 

1 費用保障 

2 年金・手当 

 

1 福祉の基盤 

2 児童分野・高齢分野・障害分野 

 

1 労働法 

2 社会基盤整備など 

 

講義 

 

 

 

 

使用テキスト 系統看護学講座 専門基礎分野 健康支援と社会保障制度〔4〕看護関係法令 医学書院 

参考文献 
 

評 価 筆記試験 



科目名 公衆衛生 配当時期 2 年次  前期 

担当者 
新発田地域振興局健康福祉環境部長

他 
単位（時間） 2 単位（30時間） 

学習目標 人々の健康を維持するための公衆衛生活動の特性と組織的な保健活動について理解する 

授  業  計  画 

回 数 項 目 内  容 方 法 

1～14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  15 

公衆衛生を学ぶにあ 

たって・公衆衛生のエ 

ッセンス 

 

 

 

 

公衆衛生の活動対象 

 

 

公衆衛生のしくみ 

 

 

疫学・保健統計 

 

 

 

環境と健康 

 

 

感染症とその予防対

策 

 

国際保健 

 

地域における公衆衛

生の実践 

 

 

 

 

学校と健康 

 

職場と健康 

 

健康危機管理・災害保

健 

 

終了試験 

1 「みんなの健康」をどうまもるか 

2 公衆衛生とはなにか、2 世界の公衆衛生の歴史 

3 日本における公衆衛生 

～はじまりと発展、戦後の展開～ 

・プライマリヘルスケア 

・ヘルスプロモーション 

 

1 社会集団をとらえる視座 

2 社会集団の中にある特定集団 

 

1 政策展開    2 国と地方自治体の役割 

3 専門職の役割  4 住民との協働 

 

1 人々の健康を守る 

2 公衆衛生の場での疫学 

集団を捉える～原因分析～対策を計画・実施 

 

1 地球環境と健康 

2 生活環境と健康 

 

1 感染症とその予防の基礎知識 

2 公衆衛生上の重要な感染症とその対策 

 

1 国際保健の共通目標 

 

1 母子保健 

2 成人保健・高齢者保健 

3 精神保健 

4 歯科保健 

5 障害者保健・難病保健 

 

1 学校における健康と学校保健 

 

1 職場における健康と産業保健 

 

1 健康危機管理 

2 災害保健 

 

講義 

使用テキスト 系統看護学講座 専門基礎分野 健康支援と社会保障制度〔2〕公衆衛生 医学書院 

参考文献  

評 価 筆記試験 



科目名 社会福祉 配当時期 2 年次  前期 

担当者 医療相談員 単位（時間） 2 単位（30時間） 

学習目標 

1 現代社会における社会福祉の意義・役割を理解し、制度や諸サービスの成り立ちと内容 

についての知識を得る 

2 保健・医療・福祉の連携と協力の意義を理解する 

授  業  計  画 

回 数 項 目 内  容 方 法 

1～2 

 

 

 

 

3～5 

 

 

 

 

 

6～11 

 

 

 

 

 

 

 

 

12～14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

生活と福祉 

 

 

 

 

社会保障の概念・歴史・制

度体系 

 

 

 

 

わが国の社会保険制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉歴史と援助技術 

 

 

 

 

社会福祉の諸制度と施策 

 

 

 

 

 

社会福祉行政のしくみ 

社会保障制度の動向 

 

終了試験 

1 なぜ福祉を学ぶか 

2 生活基盤 

3 ライフスタイル 

4 人間の集団としての働き 

 

1 社会保障概念の形成 

2 日本の社会保障の歴史的発展 

3 社会保障の定義と制度の範囲・分類 

4 社会保障の目的と機能 

5 社会保障の方法と財政 

 

1 社会保険の役割と制度の分類 

2 医療保険制度 

3 高齢者医療制度等 

4 保険医療制度 

5 医療提供体制と国民医療費 

6 介護保険制度 

7 年金保険制度 

8 労働保険制度 

 

1 慈善事業から福祉国家まで 

2 わが国の社会福祉の歴史 

3 社会福祉基礎構造改革と社会福祉法 

4 社会福祉援助技術 

 

1 生活保護法と施策 

2 児童福祉と施策 

3 障害児の福祉施策 

4 障害者の福祉施策 

5 高齢者の福祉施策 

 

1 少子高齢社会 

2 社会保障制度改革 

 

講義 

使用テキスト 
新体系看護学全書 健康支援と社会保障制度③ 社会福祉 メヂカルフレンド社 

参考文献 
 

 

評 価 
筆記試験 

 



科目名 看護学概論Ⅰ 配当時期 1 年次  前期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 

1  看護の概念を学び、看護の本質と役割を理解する 

2  看護の対象と健康の概念について学ぶ 

3  看護における倫理について学ぶ 

4  看護提供のしくみと看護活動領域を理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方法 

1～2 

 

 

 

3～4 

 

 

 

5～6 

 

 

7～8 

 

9～10 

 

 

 

 

11～12 

 

 

 

 

 

13～14 

 

 

 

 

 

15 

 

 

看護とは 

 

 

 

看護の対象の理解 

 

 

 

国民の健康状態と

生活 

 

医学概論 

 

看護の提供者 

 

 

 

 

看護における倫理 

 

 

 

 

 

看護の提供の仕組

み 

 

 

 

 

広がる看護の活動

領域 

 

別時間 終了試験 

1  看護の本質 

2  看護の役割と機能 

3  看護の継続性と情報交換 

 

1  人間のこころとからだ 

2  生涯発達しつづける存在としての人間 

3  人間の暮らしの理解 

 

1  健康のとらえ方  2  国民の健康状態 

3  国民のライフサイクル 

 

1 医学の歴史と看護 

 

1  職業としての看護 

2  看護職の資格と養成にかかわる制度 

3  看護職者の就業状況、継続教育とキャリア開発 

4  看護職の養成制度の課題 

 

1  現代社会と倫理 

2  医療をめぐる倫理の歴史的経緯と看護倫理 

  ・患者の権利とインフォームドコンセント 

  ・ハンセン氏病・Ｂ型肝炎 等 

3  看護実践における倫理問題への取り組み 

 

1  サービスとしての看護 

2  看護サービスの提供の場 

3  看護をめぐる制度と政策 

4  看護サービスの管理 

5  医療安全と医療の質保証 

 

1  国際看護 

2  災害時における看護 

 

講義及び演

習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用テキスト 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学［１］ 看護学概論 医学書院 

医学概論はテキストなし 

看護者の基本的責務 定義・概念／基本法／倫理 日本看護協会出版会 

参考文献  

評 価 筆記試験、課題レポート、演習、出席状況などから総合的に判断する。 



科目名 看護学概論Ⅱ 配当時期 1 年次  後期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験を

有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 

1 看護理論が看護実践と研究に果たす役割を学ぶ 

2 ナイチンゲールおよびヘンダーソンの看護理論の概要を説明できる 

3 各看護理論の特徴を学ぶ 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1 

 

 

 

 

 

2～6 

 

 

 

 

 

 

7～10 

 

 

 

 

 

11～14 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

看護理論とは 

 

 

 

 

 

F.ナイチンゲール 

 

 

 

 

 

 

V.ヘンダーソン 

 

 

 

 

 

看護理論家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 看護理論とは何か 

2 看護理論の分類 

3 看護理論の変遷 

4 看護理論が看護実践と研究に果たす役割 

 

 

1 人間の健康と環境 

2 病気及び病人 

3 観察について 

4 看護について 

5 看護する人に求める事柄 

 

 

1 人間とは、環境とは、健康とは、看護とは 

2 常在条件と病理的状態 

3 基本的看護の構成要素 

 

 

 

1 パトリシア・ベナー 

2 ドロセア・E・オレム 

3 ジョイス・トラベルビー 

4 シスター・カリスタ・ロイ 

5 ヒルデガード・E・ペプロウ 

理論家の背景・理論の源泉となったもの 

・主要概念・実践への適応など 

 

終了試験 

 

 

講義及び演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループワー

ク 

 

 

 

発表会 

 

使用 

テキスト 

看護覚え書‐看護であること看護でないこと‐ フロレンス・ナイチンゲール 現代社 

看護の基本となるもの ヴァージニア・ヘンダーソン 日本看護協会出版社 

やさしく学ぶ看護理論  黒田裕子 日総研出版 

系統看護学講座 基礎看護学［１］看護学概論 医学書院 

事例を通してやさしく学ぶ中範囲理論入門 佐藤栄子 日総研出版 

参考文献 
 

評 価 

筆記試験、課題レポート、演習参加状況、出席状況などから総合的に判断する 

 

 



科目名 看護の基本技術Ⅰ 配当時期 1 年次 前期 

担当者 
看護師として 5年以上の実務経

験を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（30時間)  

学習目標 

対象の看護に必要なコミュニケーション技術、観察・計測・測定の技術、フィジカルア

セスメン 

トを修得する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3～9 

 

 

 

 

 

 

 

10～14 

 

 

  

  

 

 

 

 

15 

コミュニケーショ

ン 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘルスアセスメン

ト 

 

 

 

 

 

 

系統別フィジカル 

アセスメント 

 

 

 

 

 

 

 

終了試験 

 

1 看護技術の定義と看護師に求められること 

2 コミュニケーションの意義と目的 

1) 医療におけるコミュニケーション 

3 コミュニケーションの構成要素と成立過程 

4 関係構築のためのコミュニケーション  

5 効果的なコミュニケーションの実際  

1) オープンエンドクエスチョンとクローズ

ドクエスチョン 

6 コミュニケーション障害への対応 

 

1 ヘルスアセスメントとは 

2 健康歴とセルフケア能力のアセスメント  

3 全体の概観  

1) フィジカルアセスメントに必要な技術 

2) 全身状態・全体印象の把握 

3) バイタルサインの観察とアセスメント 

4) 身体計測 

 

4 系統的フィジカルアセスメント 

1) ケアにつなげるフィジカルアセスメント 

2) 呼吸器系のフィジカルアセスメント  

3) 循環器系のフィジカルアセスメント  

4) 腹部のフィジカルアセスメント 

 

5 心理・社会状態のアセスメント 

 

 

 

講義及び演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習： 

バ イタ ルサイ ン

の測定 

 

 

 

演習： 

フ ィジ カルア セ

スメント 

 

 

 

使用テキスト 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護技術Ⅰ 基礎看護学②, 医学書院 

根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術, 医学書院 

写真でわかる看護のためのフィジカルアセスメント アドバンス，インターメディカ 

参考文献  

評 価 
筆記試験、技術試験（バイタルサインの測定）、演習、出席状況などから総合的に判断す

る。 

 



 

 

科目名 看護の基本技術Ⅱ 配当時期 1 年次 後期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位(30 時間)  

学習目標 
1 対象の健康問題を解決するための看護過程について基本的知識・技術を修得する 

2 対象への学習支援のための基本的知識を修得する 

授 業 計 画 

回 数 項 目 内 容 方 法 

1～2 

 

 

 

 

 

3～10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11～12 

 

   

 

13～14 

 

 

15 

看護過程とは 

 

 

 

 

 

看護過程の各段階と

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護記録 

 

 

 

学習支援 

 

 

終了試験 

1 看護過程の意義 

・5 つの構成要素 

2 看護過程展開の基盤となる考え方 

 1) 問題解決過程 

2) クリティカルシンキング 

3) リフレクション 

3 看護過程の実際 

 1) アセスメント 

 ・情報収集とアセスメントの進め方 

 ・ゴードンの機能的健康パターンの意味と 

分析の視点 

 2)全体像の把握 

 3)看護問題の明確化 

 4)看護計画 

 ・ NANDA- NOC- NIC リンケージ 

 5) 実施・評価 

4 看護記録 

1) 看護記録とは 

・叙述的経過記録  SOPA方式 

  2) 記録の保管・管理 

5 看護における学習支援とは 

 1) 看護における学習支援 

2) 対象者の健康状態に合わせた支援方法 

  

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

グループ演習 

事例展開 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

使用テキスト 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学[ 2]  基礎看護技術Ⅰ 医学書院 

ゴードンの機能的健康パターンに基づく看護過程と看護診断 江川隆子 ヌーベルヒロカワ 

看護過程に沿った対症看護第 5 版 病態生理と看護のポイント 高木永子 学研 

参考文献 
ヘンダーソン・ゴードンの考えに基づく実践看護アセスメント第 3 版 ヌーヴェルヒロカ

ワ  

評価 筆記試験  課題レポート  



科目名 生活の援助技術Ⅰ 配当時期 1 年次  前期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位(30 時間)  

学習目標 対象の生活を整えるための環境および活動と休息の援助技術を修得する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10～13 

 

 

 

 

 

14 

 

 

 

15 

環境の調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボディメカニク

ス 

 

活動と運動 

 

 

 

 

 

睡眠と休息 

 

 

 

終了試験 

1 療養生活の環境 

2 環境調整の意義 

3 病室の環境のアセスメント 

 ・病室・病床の選択 

 ・温度・湿度、光と音 

 ・色彩、空気の清浄性とにおい 

 ・人的環境 

4 療養環境の調整と整備 

 1）ベッド周囲の環境整備 

 2）ベッドメーキング 

 3）リネン交換 

 

1 看護におけるボディメカニクスの必要性 

2 ボディメカニクスの実践 

 

1 基本的活動の基礎知識 

2 活動と運動のアセスメント 

3 活動と運動を促す援助 

 1）体位変換 

 2) 歩行 

 3) 移乗・移送 

1 睡眠と休息の基礎知識 

2 睡眠と休息のアセスメント 

3 睡眠と休息を促す援助 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

演習 

ベッドメーキング 

（レベルⅠ） 

シーツ交換 

 

 

 

 

演習 

体位変換 

移乗・移送（車椅子・

ストレッチャー） 

使用テキスト 
系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学〔3〕 基礎看護技術Ⅱ 医学書院 

根拠と事故防止からみた 基礎・臨床看護技術 任 和子  医学書院 

参考文献  

評 価 筆記試験、技術試験（ベッドメーキング）、演習、課題レポート 

 

 



科目名 生活の援助技術Ⅱ 配当時期 1 年次  前期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位( 30時間)  

学習目標 対象の生活を整えるための食生活および排泄の援助技術を修得する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6～14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

食事と栄養 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排泄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了試験 

1 食事と栄養の意義  

2 食事と栄養のアセスメント 

 1) 栄養状態 

 2) 水分・電解質バランス 

 3) 食欲  

 4)  摂食・嚥下能力 

 5) 摂食行動 

3 食事摂取の介助（誤嚥予防含む） 

4 摂食・嚥下訓練 

5 非経口的栄養摂取の援助 

 1) 経管・経腸栄養法 

 2) 経静脈栄養法 

 

1 排泄の意義 

2 排泄の基礎知識 

3 排泄のアセスメント 

4 自然な排泄を促す援助 

1）トイレ・ポータブルトイレでの排泄の援助 

2）床上での排泄の援助 

5 自然な排泄が困難な人への援助 

 1)グリセリン浣腸  

 2)導尿 

 3)摘便 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

演習 

食事介助 

 

 

 

 

講義 

 

演習 

便器介助 

尿器介助 

おむつ交換 

グリセリン浣腸 

  （レベルⅢ） 

導尿  

  ( レベルⅢ)  

使用テキスト 
系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学[ 3]  基礎看護技術Ⅱ 医学書院 

根拠と事故防止からみた 基礎・臨床看護技術 任 和子 医学書院 

参考文献 
DVD実践 看護技術シリーズ Vol1 排尿・排便の援助,Vol3 導尿・膀胱留置カテーテル,  

Vol4 浣腸・摘便 

評 価 筆記試験 技術演習 課題レポート  演習・出席状況から総合的に評価する 

 



科目名 生活の援助技術Ⅲ 配当時期 1 年次 後期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験を 

有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 対象の生活を整えるための清潔・衣生活の援助技術を修得する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容  方 法 

1～9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10～12 

 

 

 

 

13～14 

 

 

 

15 

清潔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衣生活 

 

 

 

 

対象の状態に応

じた援助 

 

 

終了試験 

1 身体の清潔の意義 

2 清潔援助の基礎知識 

1) 皮膚粘膜の構造と機能 

2) 清潔援助の効果 

3 清潔の援助方法と留意点 

1) 入浴、シャワー浴 

2) 清拭 

3) 洗髪 

4) 手浴、足浴 

5) 陰部洗浄 

6) 口腔ケア 

7) 整容（洗面・爪切り・髭剃り） 

 

1 衣服を用いることの意義 

2 衣生活援助の基礎知識 

3 対象の状態に応じた衣服の選択 

4 寝衣交換の援助方法と留意点 

 

1 清潔・衣服に関するニーズのアセスメント 

2 対象の状態に応じた援助方法の選択と留意点 

3 援助の実際と評価 

講義及び演習 

 

 

 

演習 

清拭 

洗髪 

手浴、足浴 

陰部洗浄 

口腔ケア 

整容 

 

 

演習 

寝衣交換 

 

 

使用テキスト 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学[ 3]  基礎看護技術Ⅱ 医学書院 

根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術 任和子 医学書院 

 

参考文献 
 

評 価 
筆記試験、課題レポート、出席状況 

 

 

 



科目名 診療の補助技術Ⅰ 配当時期 1 年次  後期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験を 

有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 
1 検査や治療・処置を受ける対象の苦痛や不安を軽減する方法を修得する 

2 検査や治療・処置の効果が最大限に達成されるよう支援する援助方法を修得する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

生体機能の 

モニタリング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

与薬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了試験 

1 検査の目的 

2 検査時における看護の役割 

3 検体や器具の取り扱い 

4 対象者の心理面への援助 

5 安全と安楽 

6 検査の方法と種類 

1)Ｘ線撮影   2)コンピュター断層撮影 

3)磁気共鳴映像 4)内視鏡検査 

7 検体の採取と取扱い 

1)尿検査 2)便検査 3)喀痰検査 4)穿刺の介助  

5)血液検査（採血） 

8 検査値の読み方 血液検査 

 

1 薬事法と日本薬局方 

2 経口方法 

1)内服 2)口腔内与薬法 

3 注射法 

1)薬液の吸い上げ 

2)注射の実施方法 

①注射の安全・安楽 ②皮内注射 ③皮下注射  

④筋肉内注射 ⑤静脈内注射 ⑥点滴静脈内注

射 

4 その他の与薬法 

1)経皮的与薬 2)直腸内与薬 3)点眼 4)点鼻  5)

吸入 

 

※講義順序、詳細な授業計画は授業開始時に配布 

講義および 

演習： 

静脈血採血 

（レベルⅢ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤薬防止 

（レベルⅢ） 

点滴静脈内注

射（レベルⅢ） 

輸液管理 

（レベルⅢ） 

皮下注射 

（レベルⅢ） 

筋肉内注射 

（レベルⅢ） 

直腸内与薬 

（レベルⅢ） 

使用テキス

ト 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学[3]  基礎看護技術Ⅱ 医学書院 

系統看護学講座 別巻 臨床検査 医学書院 

根拠と事故防止からみた 基礎・臨床看護技術 医学書院 

 

看護技術 

経験録 

（レベルⅣ） 

経口薬の種類と服薬方法がわかる， 経皮・外用薬の与薬方法がわかる，  

静脈内注射実施中の異常な状態がわかる，  

皮内注射後の観察点がわかる， 静脈注射の実施方法がわかる， 皮下注射後の観察点がわ

かる， 

筋肉内注射後の観察点がわかる，  

血液検査の目的を理解し、目的に合わせた血液検体の取り扱い方がわかる,  

針刺し事故後の感染予防の方法がわかる 

評 価 筆記試験、演習、出席、課題レポートなどを総合的に評価する 



科目名 診療の補助技術Ⅱ 配当時期 1 年次 後期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験 

を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（30時間)  

学習目標 

1 感染防止の看護技術を修得する 

2 創傷管理の看護技術を修得する 

3 呼吸を整える看護技術を修得する 

授  業  計  画 

回 数 項 目 内  容 方 法 

 

1～10 

 

 

 

 

 

 

 

11～12 

 

 

 

 

 

 

13～14 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

感染防止の技術 

 

 

 

 

 

 

 

創傷管理技術 

 

 

 

 

 

 

呼吸を整える 

技術 

 

 

 

 

 

 

 

終了試験 

 

1 看護技術の原則と感染予防 

2 感染の定義と成立過程 

3 標準予防策（スタンダードプリコーション） 

4 感染経路別対策 

5 滅菌物の取り扱いと無菌操作 

6 感染性廃棄物の取り扱い 

 

 

1 創傷管理の目的、方法、適応 

2 創傷の処置方法 

3 包帯法の基礎知識 

4 包帯の技術 

1)巻軸包帯の巻き方の種類 

2)三角巾による提肘固定 

 

1 酸素吸入療法 

1)目的 

2)酸素投与器具とその特徴 

2 吸引の技術 

一時的吸引：口腔・鼻腔 

3 吸入の技術 

ジェットネブライザー・超音波ネブライザー 

 

 

 

 

 

 

※講義順序、詳細な授業計画は授業開始時に配

布 

講義 

 

演習： 

スタンダード

プリコーショ

ン 

無菌操作 

 

 

講義 

演習： 

包帯法 

（レベルⅢ） 

 

 

 

講義 

演習： 

口腔内吸引 

（レベルⅢ） 

鼻腔内吸引 

（レベルⅢ） 

 

使用テキスト 
系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学[ ３]  基礎看護技術Ⅱ 医学書院 

基礎・臨床看護技術 医学書院 

看護技術経験

録 

（レベルⅣ） 

創傷処置に用いられる代表的な消毒薬の特徴がわかる 

評 価 筆記試験、課題レポート、技術試験（無菌操作） など 



科目名 臨床看護総論Ⅰ 配当時期 1 年次 後期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 
健康障害を持つ対象を理解し、その障害に関連したニーズの充足に焦点をあて、生活

の質を維持・向上する看護の実践方法を修得する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6～14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

健康状態の経過

に基づく看護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要症状を示す

対象者への看護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了試験 

1 急性期における看護 

1）急性期の特徴 

2）急性期患者のニーズ 

3）急性期にある患者への看護援助、危機理論 

2 慢性期における看護 

1）慢性期の特徴 

2）慢性期患者のニーズ 

3）慢性期にある患者への看護援助、自己効力感 

3 リハビリテーション期における看護 

 1）リハビリテーション期の特徴 

 2）リハビリテーション期の患者のニーズ 

 3）リハビリテーション期にある患者への看護援

助、障害受容過程 

4 終末期における看護 

 1）終末期の特徴 

 2）終末期患者の特徴 

 3）終末期にある患者への看護援助、死の受容過程 

 4）グリーフケア・エンゼルケア 

 

1 呼吸に関連する症状を示す患者の看護 

  ・呼吸困難 

2 循環に関連する症状を示す患者の看護 

  ・浮腫 

3 栄養や代謝に関連する症状を示す患者の看護 

  ・嚥下障害 

4 排泄に関連する症状を示す患者の看護 

  ・便秘・下痢、排尿障害 

5 安楽に関連する症状を示す患者への看護 

  ・疼痛（WHO除痛ラダー、基本原則） 

・悪心・嘔吐 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

演習： 

酸素吸入 

酸 素 ボ ン ベ

の取り扱い 

（レベルⅢ） 

 

演習 

罨法 

使用テキスト 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学[4]  臨床看護総論 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学[3]  基礎看護技術Ⅱ 医学書院 

看護過程に沿った対症看護－病態生理と看護のポイント－ 学研 

根拠と事故防止からみた 基礎・臨床看護技術 任 和子 医学書院 

写真で分かる臨床看護技術 2 アドバンス インターメディカ 

中範囲理論入門 第 2 版 日総研 

看護技術経験

録（レベルⅣ） 

酸素の危険性を認識し安全管理の必要性がわかる、酸素ボンベの操作ができる、 

麻薬を投与されている患者の観察点がわかる 

評 価 筆記試験 課題レポート 演習・出席状況から総合的に評価する 



 科目名 臨床看護総論Ⅱ 配当時期 2 年次  前期 

担当者 
専任看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 治療・処置を受けている人の特徴・ニーズを理解し、看護の援助方法を修得する 

授  業  計  画 

回 数 項  目 内  容 方 法 

1～4 

 

 

 

 

5～8 

 

 

 

 

9～10 

 

 

 

 

11～12 

 

 

 

 

 

13～14 

 

 

 

15 

手術療法を受ける

患者への看護 

 

 

 

輸液療法を受ける

患者への看護 

 

 

 

化学療法を受ける

患者への看護 

 

 

 

放射線療法を受け

る患者への 

看護 

 

 

 

輸血管理 

 

 

 

終了試験 

1 手術療法の特徴 

2 周手術期の看護 

 1）手術前・中・後の看護 

 2）術後経過と生体反応 

 

1 輸液療法の特徴 

2 輸液療法中の看護援助 

3 中心静脈内注射を受ける患者への看護 

4 輸液ポンプ、シリンジポンプの取り扱い 

 

1 化学療法の目的、特徴 

2 化学療法を受ける患者・家族への看護援助 

1）有害反応と看護 

 2）血管外漏出と対応方法 

 

1 放射線療法の目的、特徴 

2 放射線療法を受ける患者・家族への看護援 

 助 

 1）有害反応と看護 

 2）放射線治療前・治療中・治療後の支援 

 

1 輸血の適応 

2 血液製剤の種類と保存方法、有効期限 

3 安全な輸血の実施 

4 輸血中･後の副作用、観察と対応 

 

 

 

 

 

 

演習 

輸液ポンプの

取り扱い 

（レベルⅢ） 

シリンジポン

プの取り扱い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用 

テキスト 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学[4]  臨床看護学総論   医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学[3]  基礎看護技術Ⅱ  医学書院 

系統看護学講座 別巻 臨床看護外科総論 医学書院 

系統看護学講座 別巻 臨床放射線医学 医学書院 

根拠と事故防止からみた 基礎・臨床看護技術 任 和子 医学書院 

医療安全ワークブック 医学書院 

看護技術経

験録（レベル

Ⅳ） 

薬理作用をふまえた静脈内注射の危険性がわかる 

抗生物質を投与されている患者の観察点がわかる 

中心静脈内栄養を受けている患者の観察点がわかる 

輸血が生体に及ぼす影響をふまえ、輸血前・中・後の観察点がわかる 

薬剤等の管理（毒薬・劇薬・麻薬・血液製剤を含む）方法がわかる 

人体へのリスクの大きい薬剤の曝露の危険性および予防策がわかる 

評 価 筆記試験  課題レポート  演習・出席状況などから総合的に評価する 



科目名 成人看護学概論 配当時期 1 年次  後期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験を 

有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（１5 時間)  

学習目標 成人にある対象の特徴と健康問題を理解し、成人看護の意義を学ぶ 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1 

 

 

2～3 

 

 

 

 

 

 

 

 

4～5 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

成人の生涯発達の特

徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成人と生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了試験 

1 生涯発達の特徴 

 

 

2 成人各期の身体的特徴および心理社会的特徴 

 

1) 青年期 

 

2) 壮年期 

 

3) 中年期・向老期 

 

 

3 成人の生活･仕事・家族 

 

1) 対象の生活：働いて生活を営むこと 

 

2) 家族からとらえる大人 

 

4 成人の生活と健康・生活習慣病 

 

1) 大人の生活からとらえられる健康 

2) 生活習慣病 

 

 

5 生活とストレス・大人の学習 

 

1) 生活ストレスと看護 

 

2) ストレスの対処法 

・ストレスコーピング 

・エンパワメント 

・成人学習理論 

 

講義及び 

演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用テキス

ト 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学[ １] 成人看護学総論 医学書院 

生涯人間発達論 人間への深い理解と愛情を育むために 阿部祥子 医学書院 

評 価 筆記試験・課題レポート・平常点（出席状況・授業態度など）を総合的に評価 



科目名 成人保健 配当時期 1 年次  後期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験を 

有する専任教員 
単位（時間） 1 単位(30 時間)  

学習目標 
1 成人期の生活と健康・健康問題の特徴について理解する 

2 成人を対象とする保健活動と看護の役割を理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5～6 

 

 

 

 

7～8 

 

 

 

 

 

9 

 

 

 

 

10 

 

 

11～14 

 

 

 

15 

成人の健康を守る対

策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成人保健の動向 

 

 

 

 

生活習慣に関連する 

健康問題 

 

 

 

 

職業に関連する健康

問題 

 

 

 

生活ストレスに関す

る健康問題 

 

成人の健康を守る活

動 

 

 

終了試験 

1 健康保持増進のための方策 

1) プライマリヘルスケア  2) ヘルスプロモーシ

ョン 

2 健康の定義 

3 日本の健康づくりの対策 

1)生活習慣病と保健活動 

・「健康日本 21」と成人の健康 

・がん対策基本法 

・特定健康診査／特定保健指導 

・「保健医療 2035」 

4 現在の保健対策 

 

1 全国人口の動向 

1) 人口静態：生産年齢人口の推移 

2) 人口動態：生活習慣病患者 

3) 健康状態と受療状況 

 

1 生活習慣病の発症因子と予防 

1) 食事・栄養    2) 活動量低下と運動不足 

3) 肥満       4) 飲酒    5) 喫煙         

2 生活習慣病の発生状況 

1) 受療行動・受療率  2) 外来受診状況 

 

1 就労状況・労働環境がもたらす健康問題 

2 職業性疾患・作業関連疾病の発生状況と予防 

3 ヘルスプロモーションと看護 

4 職場におけるヘルスプロモーションを促進する看護 

 

1 生活ストレスと健康問題 

2 ストレス関連疾患の発生状況 

 

1 保健指導に使える理論 

1) 変容ステージモデル 2) 自己効力感 

2 集団を対象とする健康教室 

1）集団指導のポイント 

講義及び

演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用テキス

ト 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学[1] 成人看護学総論 医学書院 

厚生の指標 増刊 国民衛生の動向 一般財団法人 厚生労働統計協会 

生活習慣病のしおり 社会保険出版社 

事例を通して優しく学ぶ中範囲理論入門 日総研 

評 価 筆記試験・課題レポート・平常点（出席状況・授業態度など）を総合的に評価 



科目名 成人臨床看護Ⅰ 配当時期 2 年次  前期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験を 

有する専任教員・臨床看護師 
単位（時間） 1 単位(30 時間)  

学習目標 

1 突然の発症による生命の危機状態にある成人期の対象と、その家族の特徴および看護を

理解する 

2 周手術期にある対象の特徴と周手術期看護の援助方法を理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1 

 

 

2～3 

 

 

 

 

4 

 

 

 

5 

 

 

 

6 

 

7～14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

急性・重症患者と

家族の特徴 

 

心機能障害のあ

る患者の看護援

助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周手術期看護 

（胃切除術患者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了試験 

1 健康生活の急激な破綻から回復を促す看護 

2 クリティカルケア看護を必要とする患者・家族の特徴 

 

1 ポンプ機能障害のある患者の看護 

1) 機能障害の原因と程度：心筋梗塞・心不全 

2) 経皮的冠動脈形成術＜PCI＞ 

3) 冠動脈バイパス術＜CABG＞ 

4) ポンプ機能障害を持ちながら生活する人の看護 

2 輸送還流障害のある患者の看護 

1) 機能障害の原因と程度：大動脈弁閉鎖不全症 

2) 弁置換術 

3) 輸送還流障害を持ちながら生活する人の看護 

3 刺激電導障害のある患者の看護 

1) 機能障害の原因と程度：不整脈 

2) ペースメーカー装着 

3) 刺激電導障害を持ちながら生活する人の看護 

4 心電図検査を受ける患者の看護 

 

1 手術療法の理解を促す看護 

2 術後合併症のリスクアセスメント 

1) 呼吸器合併症       2) 血栓塞栓症 

3) 術後イレウス       4) 術後せん妄 

3 術前指導 

4 不安のアセスメント 

5 消化管機能障害の原因と程度：胃がん 

6 手術による身体機能変化と日常生活機能への影響 

1) 術後管理 

2) 早期回復促進のための援助 

3) 胃切除術後のための生活の援助 

4) 看護過程の展開 

 

講義及び 

演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊それぞれの疾患の解剖生理・病態学は復習して講義に臨むこと 

使用テキスト 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学[3] 循環器 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学[5] 消化器 医学書院 

系統看護学講座 別巻    臨床外科看護総論   医学書院 

看護過程に沿った対症療法 ―病態生理と看護のポイント―  学研 

高齢者と成人の周手術期看護 1 外来／病棟における術前看護 医歯薬出版 

高齢者と成人の周手術期看護 2 術中／術後の生体反応と急性期看護 医歯薬出版 

評 価 
筆記試験・課題レポート・看護過程・グループワーク・出席状況・授業態度などを総合的

に評価 



科目名 成人臨床看護Ⅱ 配当時期 2 年次  前期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験を 

有する専任教員・臨床看護師 
単位（時間） 1 単位（30時間)  

学習目標 
1 成人期にある慢性病患者がセルフマネジメントを継続するための看護を理解する 

2 慢性期にある成人期の対象とその家族の特徴、および看護を理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1 

 

 

 

 

 

2～6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7～10 

 

 

 

 

 

 

 

11～14 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

慢性疾患看護 

 

 

 

 

 

1 型 2 型糖尿病患

者の病期に応じ

た看護 

 

 

 

 

 

 

 

慢性腎不全患者

の病期に応じた

看護 

 

 

 

 

 

肝硬変患者の病

期に応じた看護 

 

 

 

 

 

 

 

終了試験(90 分)  

1 セルフケア・自己管理支援 

1) 健康生活の慢性的な揺らぎの再調整を促す看護 

2) セルフケア行動形成への影響要因  

3) 自己管理支援 

・内発的動機づけ      ・自己効力感 

・行動変容ステージモデル  ・エンパワメント 

1 血糖調節機能障害の原因と程度 

2 症状と観察 

1) 血糖調節機能障害による症状の把握と援助 

3 検査を受ける患者の看護 

1) 糖負荷試験＜OGTT＞   

2) 自己血糖測定を行う患者の援助 

4 治療を受ける患者の看護 

1) インスリン補充療法 

2) 糖尿病治療内服薬による治療 

3) 食事・運動療法 

1 腎機能障害の原因と程度  

2 症状と観察 

1) 尿毒症症状  2) 不均衡症候群  

3 透析治療を受ける患者の看護 

1) 血液透析   2) 腹膜透析   

4 腎移植を受ける患者の看護 

5 セルフマネジメントのための教育的関わり 

1) 生活指導 

1．肝機能障害の原因と程度  

2．肝機能障害による症状の把握と援助 

1) 肝性脳症  2) 食道静脈瘤  3) 浮腫・腹水 

4) 倦怠感   5) 黄疸     6) 出血傾向 

3．治療を受ける患者の看護 

1）薬物療法  2）生活指導 

3）食道静脈瘤硬化療法 

4．セルフマネジメントのための教育的関わり 

1) 生活指導 

 

講義及び 

演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊それぞれの疾患の解剖生理・病態学は復習して講義に臨むこと 

使用テキスト 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学[1] 成人看護学総論 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学[6] 内分泌・代謝 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学[8] 腎・泌尿器 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学[5] 消化器 医学書院 

系統看護学講座 別巻 臨床検査 医学書院 

評 価 筆記試験・平常点（グループワーク・レポート・出席状況など）を総合的に評価 



科目名 成人臨床看護Ⅲ 配当時期 2 年次  前期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験を 

有する専任教員 臨床看護師 
単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 
1 緩和ケアを理解する 

2 終末期にある成人期の対象とその家族の特徴および看護を理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1 

 

 

 

 

 

2～5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6～12 

 

 

 

13・14 

 

 

 

 

 

15 

がん看護とは 

終末期看護 

 

緩和ケア 

 

 

血液悪性疾患患者の

病期に応じた看護援

助（白血病・悪性リ

ンパ腫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肺がん患者の病期に

応じた看護援助 

 

 

乳がん患者の病期に

応じた看護援助 

 

 

 

 

終了試験 

 

1. 全人的苦痛のアセスメントと苦痛軽減への援助 

2. 死の受容過程とアセスメントと援助 

 

1. 患者ニーズのアセスメント 

2. 全人的ケアと予期的悲嘆に対するケア 

 

1 化学療法を受ける患者の看護 

1)化学療法の理解を促す看護  

2)抗癌薬投与時の観察と援助 

3)有害事象に対する症状マネジメント 

4)長期合併症のアセスメントと援助 

5)心身状態のアセスメント 

2 造血幹細胞移植を受ける患者の看護 

1)造血幹細胞移植の理解を促す援助 

2)ドナーの健康状態のアセスメントと援助 

3)移植片対宿主病＜GVHD＞の観察と援助 

4)移植病室在室中の患者の援助 

5)心身状態のアセスメント 

 

1. 肺がんの病態と看護 

2. 肺がん患者の看護 

 ・事例を用いて終末期を中心に看護過程の展開 

 

1 機能障害を持ちながら生活する人の看護 

1) 乳がん術後慢性リンパ浮腫 

2) 外来化学療法を受ける患者の援助 

3) 乳がん内分泌療法 

2 全人的苦痛のアセスメントと苦痛軽減への援助 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義・演習 

 

 

 

 

 

 

＊それぞれの疾患の解剖生理・病態学は復習して講義に臨むこと 

使用テキスト 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学[1] 成人看護学総論 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学[4] 血液・造血器 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学[2] 呼吸器 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学[9] 女性生殖器 医学書院 

参考文献  

評 価 筆記試験・平常点（グループワーク・レポート・出席状況など）を総合的に評価 

 



科目名 成人臨床看護技術 時期 2 年次  後期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験を 

有する専任教員 

単位（時間） 1 単位（30時間)  

学習目標 成人看護を実践するうえで必要な看護技術を修得する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8～10 

 

 

 

 

 

 

11～13 

 

 

 

 

14 

 

 

15 

急激な生命の危機

状況にある対象の

看護技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手術を受ける対象

の看護技術 

 

 

 

 

 

セルフマネジメン

トが必要な対象の

看護技術 

 

 

緩和ケアが必要な

対象の看護技術 

 

終了試験 

1 フィジカルアセスメント 

2 一次救命処置の看護 

3 二次救命処置の看護 

4 人工呼吸器を装着している対象の看護 

 1)全身状態・呼吸状態の観察 

 2)日常生活援助（口腔ケアなど） 

 3)気管内吸引  

4)体位ドレナージ 

 5)コミュニケーション 

5 胸腔ドレーンを挿入している対象の看護 

1)ドレーンの観察 2)呼吸状態の観察 

  

1 術前の看護 

2 術後の看護 

 1)術後ベッド作成 

 2)手術後帰室時の看護 

 3)合併症の予防と早期離床 

 4)創傷処置 

 

1 血糖測自己定が必要な対象への個別指導 

1)血糖測定の指導  

2)インシュリン注射の指導 

3）パンフレット作成 

 

1 身体的苦痛緩和の援助 

2 精神的苦痛緩和の援助 

1)援助的コミュニケーション 

 

講義及び演習 

 

＜ モ デ ル 人 形 に て 実

施：レベルⅢ＞ 

・気道確保が正しくで

きる 

・閉胸骨圧迫が正しく

実施できる 

・人工呼吸が正しく実

施できる 

・AEDを正しく実施でき

る 

・モデル人形あるいは

学生間で体位ドレナー

ジを実施できる 

 

・創傷処置のための無

菌操作ができる 

 

 

使用テキスト 

写真でわかる臨床看護技術２ インターメディカ 

根拠と事故防止からみた 基礎・臨床看護技術 医学書院 

高齢者と成人の周手術期看護１ 外来/ 病棟における術前看護 第２版 医歯薬出版 

高齢者と成人の周手術期看護２ 術中/ 術後の生体反応と急性期看護 第２版 医歯薬出版 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学[ １] 成人看護学総論 医学書院 

写真でわかる看護のためのフィジカルアセスメント アドバンス インターメディカ 

看護技術経

験録（レベル

Ⅳ） 

インシュリン製剤の種類に応じた投与方法がわかる 

インシュリン製剤を投与されている患者の観察点がわかる 

気管内吸引時の観察点がわかる 

循環機能のアセスメントの視点がわかる 

人工呼吸器装着中の患者の観察点がわかる 

低圧胸腔内持続吸引中の患者の観察点がわかる 

意識レベルの把握方法がわかる 

評 価 筆記試験・平常点（出席状況・授業態度など）・演習の参加・レポート提出を総合的に評価 



科目名 老年看護学概論 配当時期 1 年次  後期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 
時間（単位） 15時間 (1 単位)  

学習目標 健康な高齢者の多様性を理解し、老年看護の特徴について理解する。 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

老年看護学の理論と

概念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了試験 

1 老化のメカニズム 

2 生理的老化と病的老化 

3 老年看護学の変遷 

4 老年看護の対象と目的 

5 老年期の発達課題 

6 老年看護に活用できる理論 

 1)サクセスフルエイジング 

 2)コンフォート理論 

7 老年看護における生活史 

8 生活行動モデルと問題解決志向型思考 

 

1 加齢に伴う身体的変化 

 1)運動器系・呼吸器系・循環器系 

2)消化器・腎・泌尿器 

3)視聴覚・脳神経系・皮膚 

 4)生殖器系・免疫系・内分泌 

2 加齢に伴う心理的変化 

3 加齢に伴う社会的変化 

4 老年症候群とフレイル 

5 高齢者とのコミュニケーションの方法 

6 高齢者への援助 

 

 

講義及び演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習 

高齢者疑似体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用テキスト 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 老年看護学 医学書院 

ナーシング・グラフィカ 老年看護学② 高齢者看護の実践 メディカ出版 

生活機能からみた老年看護過程＋病態・生活機能関連図 山田律子 医学書院 

参考文献  

看護技術経験録 

( レベルⅣ） 

 

評 価 筆記試験、課題レポート、出席状況 

 

 

 



科目名 老年保健 配当時期 1 年次  後期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験を

有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 
1 高齢化問題と老年期のヘルスプロモーションについて理解する 

2 老年期にある対象の社会保障と権利について理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 
 

1～3 

 

 

4～5 

 

 

 

 

 

 

6～9 

 

 

 

 

 

 

 

10～11 

 

 

 

 

 

 

12～14 

 

 

 

 

15 

 

高齢者のヘルスプロ 

モーション 

 

我が国の高齢化問題 

 

 

 

 

 

 

高齢者の保健医療福

祉に関する法律・制

度・施策 

 

 

 

 

 

高齢者の人権 

 

 

 

 

 

 

高齢者のエンドオブ

ラフケア 

 

 

 

終了試験 

 

 

1 高齢者の健康の維持と増進における活動 

 

 

1 超高齢社会の統計とその背景 

1)世界と比較した我が国の高齢化の推移 

2)高齢者のいる世帯数の変化 

3)高齢者の就業と所得状況 

4)高齢者の有訴率、受療率 

5)高齢者の事故 

 

1 高齢者の保健医療福祉システムの変遷 

1)老人福祉法と老人保健法 

2)介護保険制度 

・介護保険制度の理念 

・介護保険制度の仕組みとサービス内容 

3)後期高齢者医療制度 

4)オレンジプランとゴールドプラン  

  

1 高齢者の権利擁護 

 1)エイジズム 

 2)ノーマライゼーション 

 3)高齢者虐待の実態と高齢者虐待防止法 

 4)成年後見人制度 

 5)日常生活自立支援事業 

 

1 エンドオブライフケアの概念 

 1)高齢者の死生観 

 2)終末期における意思決定支援 

・アドバンスケアプランニング 

 

 

 

講義及び演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用テキスト 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 老年看護学 医学書院 

ナーシング・グラフィカ 老年看護学② 高齢者看護の実践 メディカ出版 

厚生の指標 国民衛生の動向 

参考文献  

看護技術経験録 

（レベルⅣ） 

 

 

評 価 筆記試験、課題レポート、出席状況 

 

 

 



 

科目名 老年臨床看護Ⅰ 配当時期 2 年次  前期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 
1 老年期の対象における生活機能に着目した看護について理解する 

2 治療を受ける高齢者の看護について理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8～9 

 

 

 

 

 

 

10～14 

 

 

 

 

 

15 

高齢者の生活を支

える看護 

 

 

 

 

 

 

 

 

治療を受ける高齢

者の看護 

 

 

 

 

 

認知症高齢者の理

解と看護 

 

 

 

 

終了試験 

1 高齢者の生活機能と評価 

 1)ICF・CGA・FIM 

 2) 障害高齢者の日常生活自立度判定基準 

2 高齢者に特有な症候と看護 

 1)廃用症候群      6)睡眠障害 

 2)脱水症        7)視聴覚障害 

3)摂食・嚥下障害    8)皮膚障害 

4)低栄養        9)骨粗鬆症 

 5)尿失禁・便秘・下痢 

 

1 薬物療法を受ける高齢者の看護 

 1)加齢に伴う薬物動態の変化  

 2)服薬管理とリスクマネジメント 

2 手術療法を受ける高齢者の看護 

 1)高齢者に起こりやすい術後合併症 

 ・呼吸器合併症・せん妄 

 

1 認知症高齢者のアセスメントと看護 

2 認知機能と生活機能の評価 

 1)MMSE・HDS- R 

 2)認知症高齢者の日常生活自立度判定基準 

3 認知症高齢者の看護過程の展開 

 

講義及び演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用テキスト 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 老年看護学  医学書院 

ナーシング・グラフィカ 老年看護学② 高齢者看護の実践  メディカ出版 

生活機能からみた老年看護過程＋病態・生活機能関連図 山田律子 医学書院 

参考文献 
 

看護技術経験録 

( レベルⅣ)  

廃用症候群予防のための呼吸機能を高める援助がわかる 

評 価 筆記試験、課題レポート、出席状況 

 

 

 

 

 

 

 



 

科目名 老年臨床看護Ⅱ 配当時期 2 年次  後期 

担当者 
臨床看護師と看護師として 5 年以

上実務経験がある専任教員 
単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 
1 老年期にある対象の健康逸脱からの回復を促す看護について理解する 

2 老年期にある対象に必要な看護技術を修得する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～4 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

6～10 

 

 

 

 

 

 

 

11～12 

 

 

13～14 

 

 

 

 

15 

脳血管障害をもつ

患者の理解と看護 

 

 

 

 

 

パーキンソン病患

者の理解と看護 

 

 

運動器障害をもつ

患者の理解と看護 

 

 

 

 

 

 

褥瘡に対する看護 

 

 

経鼻経管栄養法の

基礎知識と技術 

 

 

 

終了試験 

1 脳血管障害に対する看護 

1)高次脳機能障害に対する看護 

2)運動・嚥下・排泄障害に対する看護 

3)言語障害に対するコミュニケーション方法 

4)リハビリテーション看護 

 5)回復期にある脳血管障害患者の看護過程 

 

1 パーキンソン病に対する看護 

 1)ホーエン・ヤール重症度分類 

 2)症状と看護 

 

1 運動器障害をもつ患者の看護 

 1)圧迫骨折患者の看護 

 2)腰部脊柱管狭窄症患者の看護 

 3)人工股関節置換後の看護 

4)大腿骨近位部骨折の手術前後の看護 

5)リハビリテーション看護 

 6)回復期にある大腿骨近位部骨折患者の看護過程 

 

1 褥瘡の基礎知識 

2 褥瘡の予防と看護 

 

1 経鼻経管栄養法の適応 

2 経鼻胃チューブの挿入方法と留意点 

講義及び演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習 

自動運動 

他動運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習 

経鼻胃チュー

ブの挿入・確認 

（レベルⅢ） 

使用テキスト 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学［7］ 脳・神経 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学［10］ 運動器 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学〔3〕 基礎看護技術Ⅱ 医学書院 

根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術 任和子 医学書院 

生活機能からみた老年看護過程＋病態・生活機能関連図 山田律子 医学書院 

参考文献  

看護技術経験

録( レベルⅣ)  
 

評 価 筆記試験 

 



科目名 小児看護学概論 配当時期 1 年次  後期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（15時間） 

学習目標 小児看護の対象となる子どもの特徴と、看護の機能と役割を理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～2 

 

 

 

 

 

 

 

 3 

 

 

 

 

  4 

 

 

 

   5 

 

 

 

 6 

 

 

 

   7 

 

 

 

 

 

 

 

   8 

小児看護学の特徴

と理念 

 

 

 

 

 

 

子どもの成長・発達 

 

 

 

 

新生児期の成長・発

達 

 

 

乳児期の成長・発達 

 

 

 

幼児期の成長・発達 

 

 

 

学童期の成長・発達 

 

 

 

思春期・青年期の子

ども 

 

 

終了試験 

1 小児看護学の目指すところ 

1) 小児看護の対象 

2) 小児看護の目標と役割 

2 小児看護の変遷 

3 小児看護における理念 

1) 子どもの権利 

4 小児看護の課題 

 

1 成長･発達とは 

1) 一般的原則 

2) 成長・発達に影響する因子 

3) 成長・発達の評価 

 

1 形態的特長 

2 身体生理の特徴 

3 各機能の発達 

 

1 形態的特長 

2 身体生理の特徴 

3 各機能の発達 

 

1 形態的特長 

2 身体生理の特徴 

3 各機能の発達 

 

1 形態的特長 

2 身体生理の特徴 

3 各機能の発達 

 

1 形態的特長 

2 身体生理の特徴 

3 各機能の発達 

 

 

講義及び演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用テキスト 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学[1] 小児看護学概論 小児臨床看護総論 医

学書院 

参考文献  

看護技術経験録

（レベルⅣ） 
 

評 価 
筆記試験 課題レポート 授業態度などから総合的に評価する 

 



科目名 小児保健 配当時期 2 年次  前期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 
1 子ども各期の特徴に適した基本的生活習慣と養護を理解する 

2 子どもを取り巻く社会環境と動向、子どもの健康上の課題を理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～2 

 

 

 

 

 

 

3～7 

 

 

 

8 

 

9～10 

 

11 

 

 

12 

 

13 

 

 

 

 

14 

 

 

 

 

15 

子どもの栄養 

 

 

 

 

 

 

子どもの養育と看護 

 

 

 

家族の特徴とアセスメ

ント 

子どもを取り巻く社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの虐待と看護 

 

 

 

 

終了試験 

1 子どもにとっての栄養の意義 

2 子どもと食育 

3 食事摂取基準 

4 発達段階別の子どもの栄養の特徴 

1) 乳児期     2) 幼児期   

3) 学童期・思春期 4)思春期・青年期  

  

1 乳幼児期の看護と生活指導 

2 子どもの遊びと発達 

3 事故防止 

 

1 子どもにとっての家族とは 

 

1 子どもと家族の諸統計 

 

2 児童福祉 

3 医療費の支援 

 

4 予防接種 

 

5 学校保健 

6 特別支援教育 

7 臓器移植法 

8 現代社会における諸問題 

 

1 子どもの虐待の現状と対策の経緯 

2 子どもの虐待とは 

3 リスク要因と発生予防・早期発見 

4 子どもの虐待に特徴的にみられる状況 

5 求められるケア 

 

講義及び演習 

 

 

演習：人工乳作成 

   離乳食体験 

 

 

 

演習：発達に合わ

せた遊びの

提供 

 

 

 

 

 

 

 

演習：予防接種ス

ケジュール

作成 

 

 

 

 

使用テキスト 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学[1] 小児看護学概論 小児臨床看護総論 医学書

院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学[2] 小児看護学各論 医学書院 

国民衛生の動向 一般財団法人 厚生労働統計協会 

写真でわかる小児看護技術アドバンス インターメディカ 

参考文献  

看護技術経録

（レベルⅣ） 
 

評 価 筆記試験 演習 課題レポートなどから総合的に評価する 



科目名 小児臨床看護Ⅰ  配当時期 2 年次  後期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 臨床看護師 
単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 
1 病気や入院が子どもと家族に与える影響と看護を理解する 

2 健康障害をもつ子どもに必要な援助を理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1 

 

 

2 

 

 

 

 

3～4 

 

 

 

 

5～7 

 

 

 

 

 

 8～11 

 

 

 

 

12～13 

 

 

 

14 

 

 

 

15 

病気・障害を持つ子

どもと家族の看護 

 

子どもの状況（環境）

に特徴づけられる看

護 

 

 

子どもにおける疾病

の経過と看護 

 

 

 

子どものアセスメン

ト 

 

 

 

 

検査・処置を受ける

子どもの看護 

 

 

 

症状を示す子どもの

看護 

 

 

障害のある子どもと

家族の看護 

  

 

終了試験 

1 病気・障害が子どもと家族に与える影響 

2 子どもの健康問題と看護 

 

1 入院中の子どもと家族の看護 

2 外来における子どもと家族の看護 

3 在宅療養中の子どもと家族の看護 

4 災害時の子どもと家族の看護 

 

1 慢性期にある子どもと家族の看護 

2 急性期にある子どもと家族の看護 

3 周手術期の子どもと家族の看護 

4 終末期の子どもと家族の看護 

 

1 アセスメントに必要な技術 

1)コミュニケーション 

2)バイタルサイン  

3)身体測定 

2 身体的アセスメント 

 

1 子どもにとっての検査・処置体験 

2 検査・処置各論 

  与薬・輸液管理・採血・採尿・腰椎穿刺 

  酸素療法・吸入 

 

1 小児の主な症状の観察と看護 

不機嫌・啼泣・痛み・呼吸困難・けいれん

発熱・嘔吐 

 

1 障害の捉え方 

2 障害のある子どもと家族の特徴 

3 障害のある子どもと家族の社会的支援 

 

 

講義及び演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習：バイタルサイ

ン・身体測定 

 

 

 

 

演習：検査・処置に

おける看護 

 

演習：プレパレーシ

ョン 

 

 

 

 

 

 

 

使用テキスト 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学[1] 小児看護学概論・小児臨床看護総論 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学[2]  小児臨床看護各論 医学書院 

写真でわかる小児看護技術アドバンス インターメディカ 

参考文献  

看護技術経録

（レベルⅣ） 
 

評 価 筆記試験 演習 課題レポートなどから総合的に評価する 



科目名 小児臨床看護Ⅱ 配当時期 2 年次  後期 

担当者 

看護師として 5 年以上の実務経験を有

する専任教員 

臨床助産師 臨床看護師 

単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 健康障害を持つ子どもとその親・家族への看護を理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～2 

 

 

 

 

低出生体重児の看護 

 

 

1 胎外生活への適応を支える看護 

2 成長・発達を支える看護 

3 家族への看護 

講義及び演習 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

急性胃腸炎の子どもの

看護 

 

 

 

1 脱水の評価と看護 

2 輸液と栄養補給  

3 清潔ケア・感染予防 

 

 

 

 

 

 

4～5 

 

 

 

 

 

6～8 

 

 

 

 

 

9～10 

 

 

ネフローゼ症候群の子

どもの看護 

 

 

 

 

気管支喘息の子どもの

看護 

 

 

 

 

川崎病の子どもの看護 

 

 

1 急性期（欠乏期） 

2 回復期（利尿期） 

3 症状消失後 

4 退院に向けて  

 

 

1 急性発作に対する看護 

2 長期的管理に置ける看護 

 1)自己管理の促進 

（喘息症状のコントロール） 

 2)アドヒアランス向上への支援 

 

1 急性期の看護 

2 回復期の看護 

3 家族への看護 

 

11～14 

 

 

 

 

15 

白血病の子どもの看護 

 

 

 

 

終了試験 

1 診断時の看護 

2 治療を受ける子どもの看護 

3 再燃・再発時の看護 

4 白血病の発症がわかった学童期の子ども

の事例展開 

 

看護過程演習 

 

使用テキスト 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学[1] 小児看護学概論・小児臨床看護総論 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学[2]  小児臨床看護各論 医学書院 

参考文献 
写真でわかる小児看護技術アドバンス インターメディカ 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学〔4〕 臨床看護総論 医学書院 

看護技術経録

（レベルⅣ） 
 

評 価 筆記試験 課題レポート 授業態度などから総合的に評価する 



科目名 母性看護学概論 配当時期 1 年次  後期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（15時間） 

学習目標 人の生殖過程、種族保存の意義と母性の特徴、母性の対象、母性看護の概要を理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

母性看護の概念 

 

 

 

母性看護と倫理 

 

 

性の概念 

 

 

 

性と生殖の機能

のメカニズム 

 

 

終了試験 

1 母性・父性、母性看護の概念 

2 リプロダクティブ・ヘルス/ ライツ 

3 家族の発達・機能 

 

1 母性看護における法的倫理的責任 

2 母性看護における倫理的配慮 

 

1 性的健康の概念 

2 セクシャリティ 

3 ヒトの発生・性的分化のメカニズム 

 

1 性周期 

2 性行動・性反応 

3 受胎のメカニズム 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用テキスト 系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学 [1]  母性看護学概論 医学書院 

参考文献  

評 価 筆記試験・平常点（グループワーク・レポート・出席状況など）を総合的に評価 

 

 



科目名 母性保健 配当時期 2 年次  前期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 
母性に関する諸問題、各期における母性の特徴を理解し、母性の健康保持・増進に必要

な看護を理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

１～14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

母子の健康生活

と法律・制度 

 

 

 

 

 

女性のﾗｲﾌｻｲｸﾙ 

各期における 

看護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了試験 

1 母子保健の統計指標 

2 母子保健法 

3 子育て支援施策 

4 母体保護の関係法規 

5 女性の就労の関係法規 

6 外国人妊産婦と家族への支援 

 

1 思春期女性の健康課題と看護 

 1) 第二次性徴  

2) 性意識・性行動の発達 

 3) 月経異常  

 4) 性感染症 

2 成熟期女性の健康課題と看護 

 1) 家族計画  

2）不妊症・不育症 

 3）性暴力・ＤＶ 

3 更年期女性の健康課題と看護 

 1) 閉経  

2) 更年期症状 

4 老年期女性の健康課題と看護 

 1) 骨盤臓器脱  

2) 老人性膣炎・外陰炎 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用テキスト 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学 [1]  母性看護学概論 医学書院 

国民衛生の動向 一般財団法人 厚生労働統計協会 

参考文献  

評 価 筆記試験・平常点（グループワーク・レポート・出席状況など）を総合的に評価 

 

 



科目名 母性臨床看護Ⅰ 配当時期 2 年次  後期 

担当者 助産師 単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 妊・産・褥婦および新生児とその家族に必要な看護を理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

妊婦の生理と 

妊婦の看護 

 

 

 

 

分娩の生理と 

産婦の看護 

 

 

産褥の生理と 

褥婦の看護 

 

 

 

 

 

 

 

新生児の生理と 

看護 

 

 

終了試験 

1. 妊婦の経過と胎児の発育  

2. 妊娠と不快症状 

3. 妊婦の心理 

4. 妊婦・胎児の発育と健康状態 

5. 妊婦の日常生活とセルフケア・保健相談 

 

1. 分娩経過と胎児の健康状態 

2. 産婦の基本的ニーズと看護 

3. 産痛の緩和 

 

1. 産褥期の生理的変化 

1)退行性変化 

2)進行性変化 

2. 褥婦の心理的変化 

3. 身体機能の回復及び進行性変化への看護 

4. 褥婦の日常生活援助とセルフケア 

5. 母乳育児への支援 

6. 家族関係再構築への援助  

 

1. 新生児の生理と機能 

2. 出生直後の新生児看護  

3. 新生児の健康状態のアセスメント 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用テキスト 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学〔2〕母性看護学各論   医学書院 

写真でわかる母性看護技術アドバンス 平澤美惠子・村上睦子 インターメディカ  

参考文献  

評 価 筆記試験・レポート・出席状況などから総合的に評価 

 

 



科目名 母性臨床看護Ⅱ 配当時期 2 年次  後期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 臨床助産師 
単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 妊・産・褥婦の異常に対しての必要な看護を理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4～9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10～14 

 

  

 

15 

妊娠の異常と看護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 不育症、流産、早産 

2 感染症    

3 常位胎盤早期剥離 

4 前置胎盤 

5 妊娠高血圧症候群 

6 妊娠糖尿病 

7 出生前診断 

8. 妊娠貧血 

9. 妊娠悪阻 

10.高年妊娠、若年妊娠 

講義及び演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分娩の異常と看護 

 

 

 

 

1 前期破水 

2 帝王切開術 

3 分娩時異常出血 

4 胎児機能不全  

5. 陣痛異常（微弱陣痛・過強陣痛） 

産褥の異常と看護 

 

 

 

 

 

 

1 肺塞栓 

2 子宮復古不全 

3 産褥熱 

4 乳腺炎 

5 産後うつ 

6 帝王切開術後 

7 死産、障害をもつ新生児を出産した親 

母性看護技術 

 

 

1 妊婦・産婦・褥婦の看護に関わる技術 

2 新生児の看護に関わる技術 

3 母性看護学実習での看護過程 

4 災害時の妊産婦と家族への支援 

終了試験  

使用テキスト 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学〔2〕母性看護学各論   医学書院 

写真でわかる母性看護技術アドバンス 平澤美惠子・村上睦子 インターメディカ 

参考文献 ウェルネス診断にもとづく母性看護過程 太田操 医歯薬出版株式会社 

評 価 筆記試験・平常点（グループワーク・レポート・出席状況など）を総合的に評価 

 

 



科目名 精神看護学概論 配当時期 1 年次 後期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位 (15 時間)  

学習目標 
1 精神看護の対象と看護の場について理解し、精神看護の役割と機能を理解する 

2 精神保健福祉に関わる法制度の変遷について理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方  法 

1 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

3 

 

 

 

 

4～5 

 

 

 

6～7 

 

 

 

 

8 

精神とは 

 

 

 

 

 

精神の健康と障害 

 

 

 

精神を病む人の特徴

と理解 

 

 

 

精神保健医療の沿革・ 

歴史 

 

 

精神障害と法制度 

 

 

 

 

終了試験 

1 精神とは 

2 心の構造について 

1) イド、自我、超自我 

2) 意識、前意識、無意識 

 

 

1 精神の健康とは 

2 精神障害のとらえかた  

 

 

1 精神障害の理解 

2 精神障害者の医療 

3 地域精神保健活動 

 

 

1 迷信から科学的解明へ 

2 日本における精神医療の歴史 

 

 

1 精神障害者の権利擁護 

2 障害者総合支援法と人権 

3 自殺対策基本法と人権・看護 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

使用テキスト 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護の基礎 精神看護学①，医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護の展開 精神看護学②，医学書院 

参考文献  

評 価 筆記試験 課題レポート 



科目名 精神保健 配当時期 2 年次 前期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位 ( 30時間)  

学習目標 1 人間の心の発達と心の健康に関連する要因について理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～2 

 

 

3～4 

 

 

 

 

 

5～8 

 

 

 

 

 

 

 

9～10 

 

 

 

11～12 

 

 

 

 

13 

 

 

 

14 

 

 

15 

心の健康と精神保健 

 

 

危機的状況と心の働き 

 

 

 

 

 

ライフサイクルと精神

保健 

 

 

 

 

 

 

コミュニティにおける

精神保健 

 

 

看護における感情労働

と看護師のメンタルヘ

ルス 

 

 

リエゾン精神看護 

 

 

 

社会とメンタルヘルス 

 

 

終了試験 

1 心の健康とは 

2 心のしくみ 

 

1 危機的状況に対する心の反応―適応と不適応 

2 防衛機制 

3 自我同一性 

4 転移・逆転移 

5 ストレス理論 

 

1 胎児期 

2 乳幼児期 

3 学童期 

4 思春期･青年期 

5 成人期 

6 中年期 

7 老年期 

 

1 学校における精神保健 

2 職場における精神保健  

 

 

1 感情労働としての看護  

2 感情ワーク 

3 エモーショナルリテラシー 

 

 

1 リエゾン精神看護とは 

2 リエゾンナースの活動 

 

 

1 自殺と自殺予防 

 

講義 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

使用テキスト 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護の基礎 精神看護学①，医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護の展開 精神看護学②，医学書院 

精神看護学 精神保健,  医歯薬出版 

参考文献 国民衛生の動向 一般財団法人 厚生労働統計協会 

評 価 筆記試験 課題レポート 



科目名 精神臨床看護Ⅰ 配当時期 2 年次 後期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験を

有する専任教員 
単位（時間） 1 単位 (30 時間)  

学習目標 
1 精神の健康障害や精神症状について、看護の基本となる考え方、技術を理解する 

2 精神に障害のある人の問題を解決するための方法を理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～3 

 

 

 

 

4～7 

 

 

 

 

 

 

 8～14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

精神看護師の役割 

 

 

 

 

精神を病む人への看

護援助の基本 

 

 

 

 

 

精神に障害のある対

象 の 事 例 展 開 ( 事 例

編)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了試験 

1 精神看護の特徴と役割 

2 患者- 看護師関係 

3 人間関係(自己の振り返り)  

1) プロセスレコード 

 

1 日常生活援助 

2 看護が活用する技法 

1) コミュニケーション 

2) ロールプレイング 

3) 生活技能訓練(SST) 

                  など 

 

【事例】 

・統合失調症の患者の看護 

・うつ状態にある患者の看護 

1 事例に対し、臨地実習で使用する記録用紙

を用いて看護過程を展開する 

 1) 情報、分析・解釈( 様式 1) 

 2) アセスメント( 様式 2) 

 3) 統合アセスメント( 様式 3) 

 4) 看護計画( 様式 5) 

2 発表 

 

 

試験 まとめ 

講義 

演習： 

プロセスレコ

ード 

 

講義 

演習： 

コミュニケー

ション・ 

ロール 

プレイング 

 

演習( グループ

ワーク)： 

看護過程展開 

 

 

 

 

使用テキスト 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護の基礎 精神看護学①，医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護の展開 精神看護学②，医学書院 

参考文献  

評 価 筆記試験、課題レポート、出席状況などから総合的に判断する。 

 



科目名 精神臨床看護Ⅱ 配当時期 2 年次 後期 

担当者 臨床看護師 単位（時間） 1 単位 (30 時間)  

学習目標 
1 精神の健康障害や精神症状について、看護の基本となる考え方、技術を理解する 

2 精神に障害のある人の特徴と看護援助を理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～3 

 

 

 

4～5 

 

 

 

 

6～7 

 

 

 

8～14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

精神科におけるリスク

マネジメント 

 

 

精神科の治療と身体の

ケア 

 

 

 

地域における精神看護 

 

 

 

看護援助技法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了試験 

1 行動制限と看護 

1) 身体拘束時における看護 

2) 隔離時における看護 

 

1 薬物療法とその副作用 

2 電気けいれん療法 

3 作業療法、レクリエーション療法 

4 認知行動療法(CBT) 

 

精神科デイケア、ACT、精神科訪問看護、グ

ループホーム、援護寮、家族会など 

 

 

1 症状マネジメント技術 

幻覚・妄想、せん妄、抑うつ、興奮、

無為・自閉、水中毒他 

2 日常生活援助技術（セルフケア） 

清潔、身だしなみ、私物と金銭の取り

扱い、身の回りの整理・整頓等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

演習 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

使用テキスト 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護の基礎 精神看護学①，医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 精神看護の展開 精神看護学②，医学書院 

参考文献  

評 価 筆記試験 

 



科目名 在宅看護概論 配当時期 2 年次 前期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経

験を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 

1 地域で療養する人々とその家族の特徴や看護が必要とされる社会状況を理解す

る 

2 在宅看護の機能と役割、在宅看護に関する諸制度を理解する 

授 業 計 画 

回 数 項 目 内 容 方 法 

1～3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4～9 

 

 

 

 

 

 

10～14 

 

 

 

 

 

 

 

15 

在宅看護の対象と支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 域 療 養 を 支 え る 制

度・介護の仕組みと地域

包括ケアシステム 

 

 

 

 

ケアマネジメントと看

護の役割 

 

 

 

 

 

 

終了試験 

1 在宅看護が必要とされる背景 

 1)人口構造の動向 

 2) 在宅看護を取り巻く現状と推進の

必要性 

 

2 在宅看護における倫理と基本理念 

 1)アドボカシー エンパワメント 

  ストレングス等 

 2)看護倫理の概要と活用 

 

1 在宅療養者を支援する制度 

 1) 医療保険と介護保険 

  2)  高齢者施策 

  成年後見制度 高齢者虐待防止法 

  3) 高齢者・障害者・在宅難病者を支

える制度 

 

2 地域包括ケアと保健・医療・福祉の連 

 携 

1 療養の場の移行に伴う看護と多職種・ 

 多機関連携 

 1) 地域包括ケアシステム 

2) 医療機関での入退院時の連携 

  3) 居宅介護支援事業所を軸とした連 

  携 

   

講義及び演習 

使用テキスト 
ナーシング・グラフィカ 在宅看護論 地域療養を支えるケア メディカ出版 

国民衛生の動向  厚生統計協会 

参考文献 

DVD いのちと生活を看
み

護
まも

る訪問看護サービス 日本訪問看護財団 

DVD 目で見る訪問看護 Vol.1  訪問看護とは 医学映像教育センター 

在宅看護論 第 3 版 概論編 日本看護協会出版会 

在宅看護論 第 3 版 実践編 日本看護協会出版会 

家族看護学 理論と実践 第 4 版 日本看護協会出版会 

評 価 筆記試験  課題レポート   

 

 

 



 

 

 

 

科目名 在宅看護援助論Ⅰ 配当時期 2 年次 前期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（15 時間)  

学習目標 
在宅看護を提供する場の特徴を知り、対象に応じた看護のあり方、療養生活を継続

するための支援方法を理解する 

授 業 計 画 

回 数 項 目 内 容 方 法 

1～4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5～7 

 

 

 

 

 

 

    

 

8 

在宅療養者と家族支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅療養を支える訪問看

護 

在宅看護におけるリスク

マネジメントの実際 

 

 

 

 

 

終了試験 

1 在宅看護の対象理解 

  1) ライフサイクルと健康レベル 

  2) 疾患と障害のレベル 

3）生活の場からみた対象  等 

2 在宅療養者の家族への看護 

 1)  在宅療養の場における家族のとらえ 

方 

  2)  家族の介護力のアセスメント 

 3)  家族関係と調整、介護力に応じた支

援  

4) 介護者の健康とレスパイトケア 

 

1 訪問看護の制度と現状 

2 在宅ケアを支える訪問看護師テーショ

ン 

3 在宅療養における危機管理 

1) 在宅療養生活におけるリスクの特徴 

と安全管理 

 2) 災害時における在宅療養者と家族の

危機管理 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義及び演習 

 

使用テキスト ナーシング・グラフィカ 在宅看護論 地域療養を支えるケア メディカ出版 

参考文献 DVD 目で見る訪問看護 Vol.1  訪問看護とは 医学映像教育センター 

ナーシングチャンネル 在宅看護論 訪問看護の実際      等 

在宅看護論 第 3 版 概論編 日本看護協会出版会 

在宅看護論 第 3 版 実践編 日本看護協会出版会 

家族看護学 理論と実践 第 4 版 日本看護協会出版会 

 

評 価 筆記試験  課題レポート  



科目名 在宅看護援助論Ⅱ 時期 2 年次 前期・後期 

担当者 訪問看護ステーション 看護師 単位（時間） 1 単位（30 時間)  

学習目標 
在宅看護における看護過程の特徴を理解し、在宅における看護実践の展開方法を理解す

る 

授 業 計 画 

回 数 項 目 内 容 方 法 

1～3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4～14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

在宅療養を支える訪問看護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅療養者の事例展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了試験 

 

1 訪問看護の特徴  

 1)訪問看護の目的と制度と提供方法 

2)訪問看護の実施形態 

 訪問看護 療養通所介護 等 

2 在宅ケアを支える訪問看護ステーショ

ン 

1)開設基準や従事者等 

 2)サービス内容と利用料 

3 訪問看護サービスの展開 

4 訪問看護の記録 

 

1 脳梗塞後遺症で高次機能障害のある

療養者 

2 認知症の高齢者 

3 ALS療養者 

4 終末期がん療養者 

5 事故による中途障害（脊髄損傷）の療

養者 

6 精神障害者 

7 重度心身障害の小児  

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護過程演習 

 

使用テキスト ナーシング・グラフィカ 在宅看護論 地域療養を支えるケア メディカ出版 

参考文献  

評 価 筆記試験  課題レポート  

 

 



科目名 在宅看護技術 配当時期 2 年次 後期 

担当者 看護師として 5年以上の実務経験を有する

専任教員 

時間( 単位） 30 時間(1 単位)  

学習目標 療養者および介護者・家族のセルフケア能力を生かし、その家庭の状況を考慮した

療養生活を支援するための看護技術を理解する 

授 業 計 画 

回 数 項 目 内 容 方 法 

1～14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

日常生活援助や医療管

理を必要とする在宅療

養者への援助技術    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了試験 

1 生活の場における看護活動 

 1) 訪問看護における看護職の役割 

  訪問の準備・流れとアセスメント 

 2）自立・自律支援 

3) 病状・病態の予測と予防  

2 食のアセスメントと援助 

3 清潔のアセスメントと援助 

4 移動のアセスメントと援助  

 1) 生活不活発病 

5 排泄のアセスメントと援助 

6 呼吸のアセスメントと援助 

7 医療的ケアの援助技術 

 1) 膀胱留置カテーテルとストーマ 

  2) 服薬の管理 

 3) 在宅酸素療法と在宅人工呼吸法 

  4) 在宅経管栄養法と在宅中心静脈栄養法 

  5) 褥瘡ケア 

8 エンドオブライフケア 

 1) 疼痛コントロール 

 2) 看取りの援助   

講義及び演習 

事例展開 

 

演習 

胃瘻栄養法 

中心静脈栄養法 

膀胱瘻 

摘便 

膀胱洗浄 

関節可動域訓練 

肺理学療法（ス

クイージング等） 

気管ｶﾆｭｰﾚ 

気管内吸引 

褥瘡処置 

オピオイドロー

テーション 

テキスト 

 

ナーシング・グラフィカ 在宅看護論 地域療養を支えるケア メディカ出版 

基礎・臨床看護技術 医学書院  

参考文献 ﾅｰｼﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ、 安心介護のコツ、在宅ケアシリーズ、訪問看護ビデオシリーズ等 

看護技術経験

録（レベルⅣ） 

レポート課題 

1) 失禁している患者の皮膚粘膜の保護がわかる 

2) 基本的な摘便方法実施上の、留意点がわかる 

3) ストーマを造設した患者の一般的な生活上の留意点がわかる 

評価 筆記試験  課題レポート  

 

 

 

 

 

 



 

科目名 看護研究Ⅰ 配当時期 2 年次  前期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位 (30 時間)  

学習目標 

1 看護における研究の意義と方法がわかる 

2 研究のプロセスとその進め方がわかる 

3 研究の一連の過程を体験することにより、科学的思考と態度をもつことができる 

授  業  計  画 

回 数 項 目 内  容 方 法 

1～2 

 

 

 

 

3～14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

看護における研究の 

役割 

 

 

 

看護研究のプロセス 

研究のテーマ 

 

 

仮説の設定 

 

 

 

 

 

研究方法の選択 

 

 

看護研究計画書 

 

 

研究結果の活用 

 

 

 

論文の書き方 

 

 

 

研究発表 

 

 

 

1 研究とは何か 

2 看護研究の意義 

3 看護研究の分野 

4 看護研究と倫理 

 

1 問題意識 

2 データの収集 

 

 

1 研究課題の選択 

 1)動機とテーマ 

 2)用語の定義 

 3)仮説の設定 

2 文献検索 

 

1 研究デザイン 

2 研究方法の選択 

 

1 研究計画書の意義 

2 研究計画書の作成 

 

1 データの分析 

2 結果 

3 考察・結論 

 

1 論文の構成 

2 留意事項 

3 抄録の構成 

 

1 研究を発表する意義と留意点 

2 プレゼンテーションソフトの活用 

 

※講義順序、詳細な授業計画は授業開始時に配布 

講義 

グループ 

ワーク 

学会参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究発表 

（学内） 

 

 

使用テキスト 
系統看護学講座 別巻 看護研究，医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学[1] 看護学概論，医学書院 

参考文献  

評 価 筆記試験、レポート、研究論文等より総合的に評価  



科目名 看護研究Ⅱ 配当時期 3 年次  前期･後期 

担当者 
看護師として 5年以上の実務経験を

有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 
1 自己の看護を振り返り、看護に対する考えを論理的に追求し、研究的態度を養う 

2 研究的態度を継続する必要性を理解する 

授  業  計  画 

回 数 項 目 内  容 方 法 

1 

 

 

 

 

2～4 

 

 

 

 

5～10 

 

 

 

 

 

 

11～13 

 

 

 

 

14～15 

事例研究の意義・目的 

 

 

 

 

事例研究の計画 

 

   

 

 

事例研究の実施 

 

 

 

 

 

 

研究発表準備 

 

 

 

 

研究発表会 

1 事例研究とは 

・ケーススタディ 

2 事例研究の進め方 

3 事例研究と倫理的配慮 

 

1 研究のテーマの設定 

2 研究計画書の作成 

3 文献検索の方法 

・文献のクリティーク 

 

1 研究計画書の検討 

2 文献検索・文献検討 

・文献の引用方法 

3 論文の作成 

4 抄録の作成 

5 口演・スライド作成の留意点 

 

1 発表原稿作成 

2 スライド作成 

3 発表会の運営準備と役割 

4 発表練習 

 

1 発表 

2 質疑応答 

3 発表会の運営 

 

 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

研究論文作

成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究発表 

使用テキスト 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学[1]  看護学概論 医学書院 

系統看護学講座 別巻 看護研究  医学書院 

看護のためのわかりやすいケーススタディの進め方 照林社 

参考文献 適宜紹介する   

評 価 研究論文 看護研究発表の実際等より総合的に判断して行う 

 



科目名 統合技術 時期 3 年次  後期 

担当者 
看護師として 5 年以上の実務経験

を有する専任教員 
単位（時間） 1 単位（30時間） 

学習目標 
1 看護実践場面における医療安全と援助の優先順位、看護倫理について理解する 

2 演習事例を通して、場面に応じたアセスメントと援助を適切に実施する 

授  業  計  画 

回  数 項    目 内     容 方 法 

1～2 

 

 

 

 

3～4 

 

 

 

5～8  

 

 

 

 

9～14 
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チームで協働する看護

実践 

 

 

 

看護倫理に基づく看護

実践 

 

 

臨床判断に基づく看護

実践 

 

 

 

多様な臨床場面に応じ

た看護実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了試験 

1 チーム医療と看護 

2 看護における協働 

・リーダーシップ、メンバーシップ 

・情報共有  ・報告・連絡・相談 

 

1 看護倫理と看護実践 

・看護の平等性  

・組織の意思決定 

 

1 看護実践場面の状況判断 

 1）気づく力 ・臨床判断能力 

2)患者の状況変化への対応 

 3)臨床判断に基づくアセスメント・実践 

 

1 多重課題と優先順位 

1）時間管理と業務の組み立て 

 2）タイムプレッシャー 

3）複数患者の状況判断 

 4) 優先順位とケアの順序性、時間管理 

2 多様な臨床場面での援助 

1) 根拠に基づいた援助 

2) 安全・安楽・自立 

3) 倫理的配慮 

講義 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義及び演習 

 

 

 

 

演習 

 

 

使用テキスト 

系統看護学講座 統合分野 看護の統合と実践〔1〕看護管理 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学〔3〕基礎看護技術Ⅱ 医学書院 

ナーシンググラフィカ 統合分野 医療安全 メディカ出版 

医療安全ワークブック 医学書院 

看護者の基本的責務 定義・概念/ 基本法/ 倫理 日本看護協会出版会 

参考文献 適宜紹介する    

評  価 試験、レポート、演習等授業の参加状況 

 

 

 

 



科目名 看護管理 配当時期 2 年次  後期 

担当者 看護部長 単位（時間） 1 単位（15時間） 

学習目標 看護活動を円滑に行うための管理について理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1 

 

 

2 

 

 

 

 

 

3～5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

7 

 

 

8 

 

 

看護とマネジメント 

 

 

看護ケアのマネジメ

ント 

 

 

 

 

看護職のキャリアマ

ネジメント 

 

 

 

看護サービスのマネ

ジメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

マネジメントに必要

な知識と技術 

 

 

看護を取り巻く諸制

度 

 

試験（45分） 

1 看護管理学とは 

2 看護におけるマネジメント 

 

1 看護ケアのマネジメントと看護職の機能 

2 患者の権利の尊重 

3 安全管理 

4 チーム医療 

5 看護業務の実践 

 

1 キャリアとキャリア形成 

2 看護職のキャリア形成 

3 看護専門職としての成長 

4 ストレスマネジメント 

 

1 看護サービスのマネジメント 

2 組織目的達成のマネジメント 

3 看護サービス提供のしくみづくり 

4 人材のマネジメント 

5 施設・設備環境のマネジメント 

6 物品のマネジメント 

7 情報のマネジメント 

8 組織におけるリスクマネジメント 

9 サービスの評価 

 

1 組織とマネジメント 

2 リーダーシップとマネジメント 

3 組織の調整 

 

1 看護職と諸制度 

2 医療制度 

 

 

 

 

 

 

 

講義及び演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用テキスト 系統看護学講座 統合分野 看護の統合と実践〔１〕 看護管理 医学書院 

参考文献  

評 価 科目終了試験 



科目名 医療安全 配当時期 2 年次  後期 

担当者 

臨床セーフティーマネージャー・臨床

看護師・看護師として５年以上の実務

経験を有する専任教員 

単位( 時間)  1 単位（30時間） 

学習目標 
1 安全な医療、看護を提供するための医療安全対策を理解する 

2 看護場面で遭遇しやすい医療事故を理解する 

授  業  計  画 

回数 項 目 内  容 方 法 

1～4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5～7 

 

 

 

8～9 

 

 

 

 

 

 

10～14 
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医療安全と看護の理念 

 

医療安全への取り組み

と医療の質の評価 

 

 

 

事故発生のメカニズム

とリスクマネジメント 

 

チームで取り組む安全

文化の醸成 

看護業務における安全

対策 

医療従事者の安全を脅

かすリスクと対策 

 

 

 

 

 

看護学生の実習と安全 

 

 

安全対策の実際 

 

終了試験(90 分)  

1 医療安全の重要性 

2 看護職の法的規定と医療安全 

1 国の医療安全への取り組み 

2 医療事故等の定義・分類 

3 医療事故への対応 

4 医療事故等の報告制度 

5 医療の質の評価 

1 事故発生のメカニズム 

2 事故分析 

3 事故対策 

1 チーム医療の発展と課題 

2 チーム STEPPS：チームトレーニング 

1 看護業務と事故発生要因 

2 医療事故の種類と安全対策 

1 看護職の業務上の危険とは 

2 感染の危険を伴う病原体への曝露 

3 職業感染に対する予防策 

4 医療機器・機材の使用に関わるリスクと対策 

5 医療品への曝露 

6 労働形態、作業に伴うもの 

7 患者、同僚及び第三者による暴力 

1 実習における事故の法的責任と補償 

2 実習中の事故予防および事故発生時の学生 

の対応 

1  事例を通したリスクアセスメント 

 

講義及び

演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用テキスト 
ナーシング・グラフィカ 医療安全 メディカ出版 

医療安全ワークブック 川村治子 医学書院 

参考文献  

評 価 筆記試験 課題レポート 演習内容 出席状況 



科目名 災害看護 配当時期 2 年次  後期 

担当者 医師・臨床看護師 単位（時間） 1 単位（15時間） 

学習目標 
1 健康生活と自立を支えるために必要な災害各期に応じた看護活動を理解する 

2 災害関係諸機関と連携しながら、他職種との協働の中で看護の役割を理解する 

授  業  計  画 

回  数 項    目 内     容 方 法 

1 

 

2～3 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

6～7 

 

 

 

8 

総論 

 

災害及び災害看護に 

関する基礎的知識と 

災害 

発生時の社会の対応 

やしくみ・個人の備え 

 

 

 

 

災害が人々の生命や 

生活に及ぼす影響 

 

 

災害時に看護が果た

す役割と災害各期に

おける看護活動 

 

 

 

看護支援活動の実際 

（災害時に必要な看

護技術） 

 

終了試験（45分） 

当院の災害医療の対策と現状 

 

1 災害の歴史 

2 災害の定義 

3 災害サイクル 

4 災害の種類や特徴 

5 災害に関する法や制度 

6 情報伝達体制 

7 災害関係機関の支援体制 

8 災害ボランテア活動 

 

1 災害時の地域アセスメント 

2 災害種類別疾患の特徴 

3 災害時の心理 

 

1 災害看護の基本姿勢 

2 災害サイクル各期における看護活動 

3 避難所・仮設住宅・復興住宅における看護 

4 災害における社会資源の活用 

5 地域住民との連携 

 

1 机上トリアージ訓練 

2 応急処置と搬送（止血法を含む） 

3 実技（CPR・AED） 

 

 

講義及び

演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トリアー

ジ演習 

使用テキスト 看護学テキストシリーズ Nice 災害看護 酒井明子・菊池志津子 南江堂出版 

参考文献  

看護技術経験録

（レベルⅣ） 

止血法の原理が分かる   

評  価 筆記試験、課題レポート 

 


